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現場説明書
工事番号

工事名

橋梁補2号

令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋)

令和8年9月

都市建設課
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①大和町建設工事執行規則
②大和町財務規則
③その他関係する法令
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契約にあたっては、大和町が定める工事請負契約書とする。
ただし、特に様式を指定する場合を除く。

・前払金を請求する場合は、保証事業会社と保証契約を締結し、その保証書を町に寄託す
ること。

・計算方法は、算出された金額に10万円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるも
のとする。

いずれも既済部分の10分の９を限度とする。
共通仕様書

1回
2回

⑤部分払い
中間前払い金の支出がある場合
中間前払い金の支出がない場合

④中間前払い
工事にあっては、500万円以上で工期が100日以上のものに限り10分の2の範
囲内で契約することができる。

契約金額の10分の１以上とする。ただし、免除される場合はこの限りでな
い。

②契約保証金

③ 前 払 金 大和町建設工事執行規則第32条の規定のとおり。

10分の4以内150万円以上工 事

　 今回発注する工事は、関係法令、工事請負契約書並びに設計図書に基づくほ
か、下記に定める事項を遵守しなければならない。

工 事 番 号

工 事 名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋)

橋梁補2号

工 事 場 所 大和町宮床字兵土ヶ原地内

契約に関する事項

契約に関する内容については、大和町建設工事執行規則並びに大和町財務規則に定めると
ころによる。

①入札保証金

担 当 課 都市建設課

遵守すべき条項

工事の範囲は、設計図書（別冊の図面、仕様書、現場説明書、現場説明に対する質問回答
書をいう。）及び契約書に記載された内容とする。

設計図書の範囲

工 期 令和8年3月31日 まで

免除とする。
ただし、落札者が契約を結ばない場合は、落札者に対し入札金額（税込）
の100分の5の額を損害賠償請求するものとする。

この工事の履行に当たっては、特段の定めがある場合を除き、宮城県共通仕様書を準用す
るものとする。

契約書の様式
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落札者は本契約締結後、速やかに必要な書類を提出すること。
イ　着手届及び工事工程表
ロ　現場代理人及び主任技術者等の通知
ハ　施工計画書

13
工事に関する官公署への手続きは全て請負業者が行い、その費用は請負者が負担する。

14
本工事に関し、必要な技術者の選任を行い、速やかに届けること。
技術者の配置その他が法令に違反した場合は契約を取消すことがある。

15
本工事に関し、一括下請負を禁止する。
違反した場合は、関係法令に基づき処分の対象とする。

16 指定部分の下請の禁止

次の部分の下請負をさせてはならない。
下請負禁止指定部分

17
この工事の一部を下請負とする場合は、町長の承認を受けなければならない。
その場合にあっては、次の書類を提出しなければならない。
①一部下請負通知書（承認願い）
②下請負人指導責任者届
③下請負契約（請）書（写）

18
請負金額500万円以上の工事にあってはCORINSへの登録を行うこと。
登録後は速やかに写しを提出すること。

19 建設退職金共済制度について

20 現場から排出される建設資材廃棄物及びリサイクルついて

工事現場から発生する全ての廃棄物等は法令に基づき適正に処理すること。

①契約に当っては、処分についての説明書を提出すること。

②産業廃棄物を運搬・処分する場合は許可を受けた者であること。

③処分後はマニュフェストを提示し、全量の確認を受けること。

一括下請負の禁止

工事の主たる部分又は他の部分から独立して機能を発揮する工作物の工事の一括下請負を
禁止する。

CORINS登録について

一部下請負の承認

質疑応答

中小企業退職金共済法に基づき、建退協に加入していることを確認するため掛金領収書を
提出すること。

設計図書その他に質疑がある場合は、全て書面にて行うものとする。
様式は、大和町ホームページ ⇒　入札・契約情報　⇒　入札・契約各種ダウンロード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　「現場説明書に対する質問書」　とする。

契約後の提出書類

官公署への手続き

技術者の選任
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①本町の請求書はＡ５サイズを基本としている。
②様式は本町ホームページからダウンロードするか、各担当課等に請求書を請求すること。
③Ａ５サイズの請求書による請求ができない場合は、各担当課等の担当者に協議すること。

23 現場代理人の常勤義務の緩和について

①兼務できる工事は，すべて大和町発注の工事とする。

この工事については，以下全ての条件を満たす場合，2件の工事間で現場代理人の兼務を
認めることとする。なお、両工事の現場説明書に緩和についての、記載があるものとす
る。

②この緩和措置により，工事を兼務している現場代理人は，監理技術者又は専任の主任技
術者と兼任できない。（主任技術者等の技術者においては建設業法の適用のとおりとす
る。）

③現場代理人が不在となる時に、工事現場の運営・安全管理等を行うことができる連絡員
を置くこと。

④工事を兼務する現場代理人は，発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やか
に向かう等の対応が可能であること。

　なお，現場代理人の兼務については，現場代理人兼務承認願にて発注者の承認を得るこ
と。また，発注者が工事現場の運営・安全管理等に支障がある場合は，承認後であっても
現場代理人の常駐を求めることができることとする。

請求書様式

入札注意事項

①本工事を発注するに当って、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律に違反
し、工事契約の相手方として不適切であるときは、契約を破棄するとともに、関係法令に
基づき処分の対象とする。入札の業務を妨害した場合も同様とする。

②入札に当たっては、入札書に記載された金額の積算内訳を求めているので、入札書に内訳書
を同封のこと。（様式は自由であるが、入札書に入る枚数とする。）

③積算内訳書は数量・単価を明示すること。数量・単価が明示できないものは内訳を添付する
こと。金額を丸める場合は、端数処理に留め、安易な値引き等をすることなく実行できる内容
で計上すること。

④添付された内訳書が上記内容を満たしていない場合や疑義を生じた場合は、無効とすること
もある。また、今後の評価に影響する場合もある。



事務所名

備　　考

（１）積算基準及び設計単価の適用について

（２）工事請負契約締結後における設計単価の変更

 

 (１) 関連工事による施工時期の調整

 (２) 施工時期による制限

 (３) 関係機関等との協議の未成立

 (４) 関係機関等との協議結果，特定条件の付加

 (１) 施工方法，機械施設，作業時間等の制限

 (１) 濁水,湧水処理のための特別な対策の必要性

名称 所在地

 (２) 建設発生土 処理・処分 時 分 ～

　　 時 分

処理・処分方法

 (２) 建設発生土以外の 処理・処分 時 分 ～
建設副産物 時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

－　特　記　仕　様　書　－   
　施　工　条　件　明　示　書

工事番号 橋梁補2号 工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 大和町

2　主任技術者及び監理技術者（以下，配置技術者という。）の配置

 (１) 現場施工に着手する日の指定
　　　（配置技術者の配置要件の特例）
※平成２５年４月１日以降適用「現場施工の着手日を指定し
た工事における配置技術者の配置要件の特例について」

契約工期初日以降，９０日以内に着手
（手持ち工事が完了した場合や，制約条件がない場合等は，期日以前の着手も可能）

（２）請負者が着手日を選択出来る工事（フレックス工事）
契約工期初日以降，○○日以内に着手
土木工事共通特記仕様書第１編１－１－４によること。

（３）上記以外 請負者は，現場施工に着手する日の指定がない限り，原則として，契約工期初日以降，30日以内に現場施工に着手

項　　　　　　　　目 条　　件 内　　　　　　　容 施　工　方　法

１　共通仕様書の適用 本工事は，宮城県土木部制定「共通仕様書」を適用するほか，本特記仕様書により施工するものとする。
仕様書の記載内容の優先は，「特記仕様書」「共通特記仕様書」「共通仕様書」の順とする。

５　工程関係

　上記現場施工に着手する日の前日までの期間において，工事準備等を含め工事現場が不稼動であることが明確な場合は，配置技術者の工事
現場への専任は要しない。
出納局契約課ホームページ参照のこと。http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/keiyaku/kk50.html

３　専任特例の適用を受ける技術者の配置

建設業法第２６条第３項ただし書の規程（以下「専任特例」という。）の適用を受ける主任技術者又は監理技術者を配置する場合は、下記によるもの
とする。
１　専任特例の適用を受ける主任技術者又は監理技術者を配置する場合、適用要件について以下の出納局契約課ホームページを参照すること。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/keiyaku/kk50.html
２　本工事の主任技術者又は監理技術者が専任特例の適用を受ける場合、落札候補者となった際に確認事項兼誓約書を提出すること。
３　本工事において、専任特例の適用を受ける主任技術者又は監理技術者の配置を行う場合又は配置を要さなくなった場合は適切にコリンズ（Ｃ
ＯＲＩＩＮＳ）への登録を行うこと。

４　積算基準及び設計単価の適用期日

河川管理者との協議による 監督員と協議すること

河川管理者との協議による 監督員と協議すること

積算基準及び設計単価は公告日の前月の基準及び単価としている。

本工事は，当初工事請負契約締結後において，契約日を基準日として設計単価の設計変更を行うこととする。
なお，設計変更の対象は，資材単価・労務単価及び機械単価等の全ての設計単価とする。
ただし，災害に伴う応急仮工事など緊急を要す工事において，積算月と契約月が同月となる場合など，工事請負契約締結後
における設計単価の変更が必要ないと判断される場合においては，適用「なし」を選択することも可能とし，その場合は下欄に
その理由を記載することができる。

施工方法，作業時間の制限

７　安全対策関係

 (１) 交通安全施設等の指定 警察署との協議による。 監督員と協議すること

河川管理者との協議による 監督員と協議すること

６　公害対策関係

８　排水工関係

９　建設副産物対策関係（建設発生土）

 (２) 占用埋設物との近接工事による

 (１) 建設発生土の処理・処分について
本工事の残土は，下記に運搬するものとする。なお，下記により難い場合が生じたときは，監督職員の指示によるものとし，設計変更の対象とする。

処理・処分する場所
処理・処分方法 距　離 制　限　時　間 備　考

km

１０　建設副産物対策関係（建設発生土以外の建設副産物）

 (１) 建設発生土以外の建設副産物の処理・処分について 下記の処理・処分は設計積算上の条件明示であり，処理施設を指定するものではない。なお，下記によらない場合は，監督職員と協議すること。ま
た，処理・処分に先立ち処分場等の受入れの可否を確認すること。なお，廃棄物の処理に当たっては「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵
守すること（環境省または廃棄物対策課のＨＰを参照）。

処理・処分する場所 距　離 制　限　時　間

工事現場内及び工事現場間で再利用する場合は，施工管理及び契約方法等について，施工計画打合せ時に監督職員と協議すること。

コンクリ ート塊
東北黒沢建設
工業㈱

大和町鶴巣 中間処理・再生資源化 15.8 km

アスファルト塊
東北黒沢建設
工業㈱

大和町鶴巣 中間処理・再生資源化 15.8 km

建設発生木材 km

その他
細倉金属工業
㈱

宮城県栗原市 km

建設汚泥 km

 (３) 再生材の利用
種類・数量 再生As安定処理、再生密粒度As20F

令和8年8月１日以降公告案件から適用

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない



（１）生コンクリート

（２）購入土

（３）宮城県グリーン製品の利用 １.植生基盤材等，視線誘導標，型枠用合板は，原則として宮城県グリーン製品を用いること。

２．盛土材,埋め戻し材

３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）県内産製品の使用

（５）現場吹付法枠工

（１）舗装の下請制限について

（２） 「ダンプ土砂運搬等下請を行う工事における

工事費内訳調査」の対象の有無

（３）三者会議の対象の有無

（４）貸与資料の有無

（5）発注者支援（工事監督支援業務）対象の有無

（6）法定外の労災保険の付保について

（7）熱中症対策に資する現場管理費補正の試行の有無

（8）盛土規制法について

１１　現場環境改善

 (３) 快適トイレの設置費について
　受注者が快適トイレを設置する場合、その費用を設計変更の対象とします。（共通仮設費（営繕費）の積み上げ分として計上）
　実施に当たっては、「快適トイレの設置費用に係る積算基準」（事業管理課ＨＰ-各種基準）を参照すること。

１２　品質証明

（１）品質証明書および施工プロセス品質確認
　　チェックリストの対象

請負工事費が，１億５千万円以上の工事および発注者が必要と認める工事。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－9および品質証明実施要領によること。

（１）現場環境改善費（率計上）について

　本工事は、現場環境改善費（率計上分）を計上している工事である。標準積算基準書に記載している内容のうち原則とし
て、各計上費目（仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地域連携）ごとに１内容ずつ（ただし、いずれか１費目のみ２内容）の
合計５つの内容を選択し、具体的な実施内容、実施期間については、施工計画書に明記し、監督職員と協議すること。

 (２) 避暑（熱中症対策）・避寒対策費について

　避暑（熱中症対策）・避寒対策を実施した場合、その費用を設計変更の対象とする。（共通仮設費の現場環境改善費（積み上げ分）として計上）
　実施に当たっては、対策内容がわかる資料により発注者と協議すること。費用については、注文書及び請求書、またはそれに代わる書類により協
議すること。ただし、設計変更の上限額は、土木部標準積算基準書により算出した現場環境改善費（率計上分）の５０％とする。
　なお、設計変更の対象となる内容は、遮光設備や大型扇風機、製氷機の設置費用など現場の施設や設備に対する対策であり、空調服や経口保
水液の購入費用など作業員個人に対する対策は対象外となる。
　

生コンクリートの使用に当たっては，「宮城県生コンクリート品質管理監査会議」が交付する「品質管理監査合格証」を有する工場の製品，又は同等
以上の品質管理を行っていることが認められる工場の製品を使用すること。

購入土を使用する場合は，材料承諾時に「採石法第33条による採取計画認可書の写し」，又は「砂利採取法第16条の採取計画認可書の写し」を
提出すること。

必須

　「宮城県グリーン製品」利用推進指針によること。「宮城県グ
リーン製品」を使用した場合は，請負者は循環型社会推進課
ＨＰより「チェックリスト」をダウンロードし，使用材料や数量等
を入力後，工事完了後に監督職員に提出（電子メール）する
こと。

本工事は，「県土木部発注工事における県内産製品優先使用の試行要領」の対象工事である。
工事の施工にあたっては，試行要領に基づき適切に実施すること。
事業管理課ホームページ参照　http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/kensanzai.html

吹付モルタルにおける圧縮強度の規格値は，18N/mm2以上とする。

（２）施工プロセス品質確認チェックリストの対象
上記に該当せず，請負工事費が１億円以上の工事。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－９および品質証明実施要領によること。

１３　標準的な設計図書による発注方式 土木工事共通特記仕様書第３編１－１－１４によること。

１４　資材関係

１６　その他

土木工事共通特記仕様書第１編１－１－３によること。

本工事は「ダンプ土砂運搬等下請を行う工事における工事費内訳調査」の対象工事であり，請負者は，調査票等に必要事項
を正確に記入し発注者に提出する他，ダンプ土砂運搬等下請負契約に関する関係書類を提出すること。

１５　設計変更の手続き

（１）設計変更の手続きについて

設計変更については，工事請負契約書第１９条～第２６条及び共通仕様書第１編１－１－１－１４～１－１－１－１６に記載しているところであるが，
その具体的な考え方や手続きについては，「工事請負契約における設計変更ガイドライン」（宮城県土木部）によることとする。

詳細については，以下のホームページ「設計変更ガイドライン【土木工事,建設関連業務】」を参考とすること。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/henkou-guideline.html
トップページ > しごと・産業 > 土木・建築・不動産業 > 建設業 > 設計変更ガイドライン【土木工事,建設関連業務】

（２）中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を
　　 踏まえた設計変更

１．本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを由来とする建設資材（以下、「調達検討資材」）の調達に必要と
なる経費（以下、「別途調達経費」）について、設計変更を行う対象工事である。
２．調達検討資材については、受発注者による協議により決定するものとする。
３．受注者は、調達検討資材について別途調達経費が必要となる場合には、事前に監督職員と協議するものとする。ただし、迅速な対応が求めら
れる場合には、口頭、ファクシミリ、電子メールなどで協議することも可能とするが、事後、遅滞なく書面により協議するものとする。
　なお、別途調達経費が必要となる場合とは、以下を想定している。
　　① 調達検討資材の代替資材を調達した場合
　　② 調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合
　　③ 調達検討資材を通常よりも高額な価格で調達した場合
４．受注者は、本工事で使用した調達検討資材すべての証明書類（実際の取引伝票等）を監督職員に提出するものとし、その別途調達経費につ
いては設計変更の対象とする。

本工事は熱中症対策に資する現場管理費率の補正の試行対象工事である。本運用による設計変更を希望する場合は，別
途定める「熱中症対策に資する現場管理費補正の試行要領」に基づき，発注者に協議すること。

本工事において、盛土規制法の規制対象となる行為を行う場合は、事前に手続き方法等について発注者と協議すること。
詳細については、以下のホームページを参考とすること。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kentaku/morido.html

請負者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には，請負者は，当該工事の受注者（当該下請工事の一部に係
る二次以降の下請負人を含む）も同様の義務を負う旨を周知すること。

本工事は，工事着手前等に当該工事の発注者，施工者，詳細設計等を担当した設計者が参加して，設計図書と現場の整合
性の確認及び設計意図の伝達等を行う「三者会議」を設置する対象工事である。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－５によること。

本仕様書によるもののほか工事施工に関して必要な資料として工事契約後下記の資料を貸与する。

貸与資料（設計報告書 ）

工事監督支援業務の受注者が現場監督支援する場合，工事請負者対し「工事打合せ簿」により担当技術者（所属会社等名・
氏名）の通知を行うこと。

本工事では，法定外の労災保険加入にかかる保険料を予定価格に反映しているため，本工事において受注者は法定外の労災保険に付さなけれ
ばならない。なお，加入後受注者は，工事請負契約書第６２条に基づき，証券又はこれに代わるものを直ちに発注者に提示すること。

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない



（１）「ICT施工・３次元化等の活用提案」の適用工事

（２）実施された技術についての費用計上（設計変更）

（１）工事情報共有システムの活用

（3）ウィークリースタンス等の推進

（１）週休２日工事

実施困難工事
の理由

現場
閉所型

交替制

（１）女性活躍推進モデル工事

（１）下請承認事務簡素化モデル工事

　働き方改革・生産性向上に関する事項
項　　　　　　　　目 条　　件 内　　　　　　　容

本工事は工事情報共有システムの活用対象工事であり，請負者は工事着手時に別途定める「工事情報共有システム事前協
議チェックシート」により，必要事項について監督職員と協議を行うこと。実施にあたっては「土木工事における工事情報共有
システムの実施要領」及び「土木工事における工事情報共有システムの活用ガイドライン」に基づき行うこと。

（２）工事書類の簡素化の試行について
本工事は，工事書類の簡素化を目的とした試行対象工事である。実施にあたっては「宮城県土木部における工事書類簡素
化の試行要領」に基づき行うこと。

本工事は，受発注者協力のもと，建設業の魅力創出を図ることを目的にウィークリースタンス等の推進を図ることとし，「ウィークリースタンス等実施要
領」に基づき，取組内容を受発注者間で協議及び共有し，工事を進めていくこととする。
詳細については，宮城県土木部事業管理課のホームページを参照すること。（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/weekly.html）

１９　週休２日工事の適用の有無

１７　総合評価落札方式における「ICT施工・３次元化等の活用提案」の適用の有無

１．対象工事の場合，活用する技術については，「ICT施工・３次元化等の活用提案　工事計画書」に基づき選択する
　　こと。
2．ICT施工・３次元化等の活用提案の適用の有無に係わらず，「ICT施工・３次元化等の活用提案　工事計画書」に記
　　載の技術は，施工計画・技術提案等（いわゆる作文）の評価対象外とする。（「簡易型（施工計画型）」，「標準型」，
　　「高度型」の場合）
　　なお，「ICT施工・３次元化等の活用提案」の対象外工事の場合も，同様の取扱いとする。

設計変更の積算手法については，総合評価落札方式の手引きのとおりとする。なお，（１）が対象外の場合は，当該項目も対
象外となる。

１８　業務効率化

２０　女性活躍推進モデル工事の適用の有無

２１　下請承認事務簡素化モデル工事の適用の有無

１．週休２日対象工事の場合は、大和町「週休２日工事」実施要領に基づき、行うことする。
なお，週休２日工事の種別及び区分については，下記（２）、（３）のとおりとする。
２．改正労働基準法（平成30年６月成立）による罰則付きの時間外労働規制が建設業に適用されたことを踏まえ、週休２日の
確保を目指し、「週休２日工事」での発注を原則とする。ただし、応急復旧工事など緊急工事の場合は、例外的に週休２日対
象工事としないことも可能とする。その場合は「実施困難工事」として、下欄にその理由を記載する。

（例）
・応急復旧工事のため早期に工事を完成させる必要があり，週休２日の確保が困難なため

　　　（２）週休２日工事の種別
現場閉所型：巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場事務所での事務作業を含めて、
１日を通 して現場や現場事務所を閉所する。
交　替　制  ：現場閉所を行うことが困難な工事について、技術者及び技能労働者が交替しながら休日確保の取組を行う。

　　　（３）週休２日工事の区分

当初発注においては、補正係数なしで積算しており、「月単位の週休2日」、「完全週休2日」に取り組む場合は、工事着手前に受発注者間で協議
の上、週休2日の区分を決定することとする。
協議により、「月単位の週休2日」又は「完全週休2日」に取り組み、達成した場合は、精算変更時に達成した区分に応じた週休2日の補正係数に変
更する。

実施に当たっては，宮城県土木部「女性活躍推進モデル工事」実施要領に基づき行うものとする。
実施要領は，宮城県ホームページ（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/）で確認のこと。

実施に当たっては，発注者から工事打合せ簿により，「下請承認事務簡素化モデル工事」である旨を別途指示するものとす
る。

対象 対象外

対象 対象外

対象 対象外

あり なし

対象 対象外

対象
実施困難

工事



備　　考

（１）労働者確保に関する積算方法の試行工事

（２）労働者宿舎設置に関する積算方法の試行工事

（１）遠隔地からの建設資材調達に係る設計変更

（１）施工箇所が点在する工事積算方法の試行の対象工事

２２　被災地以外からの労働者確保に要する間接費の設計変更の運用

１ 本工事は，「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下記に示す費用（以下「実績変更対
象間接費」という。）について，契約締結後，労働者確保に要する方策に変更が生じ，宮城県土木部においては土木工事標
準積算基準（宮城県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は，実績変更対象間接費の支出
実績を踏まえて最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に関する積算方法の工事」である。

　　営繕費：労働者送迎費，宿泊費，借上費
　　労務管理費：募集及び解散に要する費用，賃金以外の食事，通勤等に要する費用

２ 本工事の予定価格の算出の基礎とした設計額（宮城県土木部においては，土木工事標準積算基準に基づき算出した額）
における実績変更対象間接費の割合は次のとおりである。

　　１）共通仮設費（率分）に占める実績変更対象間接費（労働者送迎費，宿泊費，借上費）の割合：

　　２）現場管理費に占める実績変更対象間接費（募集及び解散に要する費用，賃金以外の食事，
　　　通勤等に要する費用）の割合：

３ 受注者は，実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は，実績変更対象間接費に係る費用の
内訳を記載した「労働者確保に係る実績報告書（様式１）」及び実績変更対象間接費について実際に支払った全ての証明書
類（領収書，領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など。）を監督員に提出し，設計変更の内容につい
て協議するものとする。

　東日本大震災に伴う特例制度
項　　　　　　　　目 条　　件 内　　　　　　　容 施　行　方　法

下記の建設資材は，通常地域内から調達することを想定している
が，安定的な確保を図るために，当該調達地域以外から調達せ
ざるを得ない場合には，事前に監督職員と協議するものとする。ま
た，購入費及び輸送費に要した費用については，証明書類（契約
書及び納品書等）を添付するものする。なお，添付する証明書類
（契約書及び納品書等）は原本を提示（写しの提出）とし，受注者
名，納品者名，使用資材名，規格・形状，使用（納品）日，使用
（納品）数量等が記載されている物を監督員に提出し，その費用
について設計変更することとする。

購入費の対象は，生コンクリート・アスファルト合材・石材等（山砂，
砕石，捨石，被覆石等）とする。
輸送費の対象は，仮設材（鋼矢板等）とする。

２４　施工箇所が点在する工事の間接費の積算

本工事は，施工箇所が点在する工事であり，共通仮設費及び現
場管理費について標準積算と施工実態に乖離が考えられるた
め，「○○地区（施工箇所○○，○○），△△地区（施工箇所○
○），□□地区（施工箇所○○）（以下，対象地区という）」ごとに共
通仮設費及び現場管理費を算出する「施工箇所が点在する工事
積算方法の試行」の対象工事である。

２５　その他

４ 受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については，設計変更の対象としな
い。

５ 発注者は，実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合，受注者が実績変更対象間接費について実際
に支払った額のうち証明書類において確認された費用から，宮城県土木部においては土木工事標準積算基準（宮城県土木
部）に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。なお，全ての証明書類の提出
がない場合であっても，提出された証明書類をもって設計変更を行うものとする。

６ 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については，法的措置及び入札参加資格制限等の措置を行う場合
がある。

７ 受注者は，実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は，監督員と協議するものとする。

　本工事は，「労働者宿舎設置に関する試行要領」（以下試行要領）の対象工事である。
　労働者宿舎の設置を希望する場合については，「試行要領」に基づき監督職員と事前に協議すること。

２３　遠隔地からの建設資材調達に係る設計変更

（１）土砂等建設資材を供給元で引取する場合の積算の取扱
い

・本工事の施工において，調達（購入）する予定の○○の設計単価は，現場持込価格（単価）としている。
ただし，契約後，施工計画に基づき，○○の調達条件について異なる場合は，監督職員と協議すること。
・資材搬入において，標準作業以外の作業（現場外の仮置き等）が生じる場合は，監督職員と協議すること。

（２）東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等
に関する試行について

間接工事費（共通仮設費及び現場管理費）について，工事量の増大による資材やダンプトラック等の不足による作業効率の
低下等により現場の実支出が増大し，積算基準による積算とかい離が生じていることが確認されたため，積算基準書等により
各工種区分に従って対象額ごとに求めた共通仮設費率及び現場管理費率に，それぞれ以下の補正係数を乗じている。

補正係数　　共通仮設費：１．３　現場管理費：１．１

受注者は，購入費及び輸送費を変更したい場合は，「工
事打合せ簿」に次の事項を記載し発注者に提出し協議す
るものとする。
1 地域内及び基地に，建設資材がないことを証明する資
料（打合せメモ等）
2 遠隔地から購入及び輸送する建設資材の名称・規格及
び製造・生産工場の名称（使用材料の建設資材名及
び規格・形状等の証明資料「品質証明」）
3 遠隔地から建設資材を購入及び輸送する理由
4 製造・生産工場を選定した理由
5 見積もり書
6 その他，必要と思われる事項

本工事における共通仮設費の金額は，対象地区毎に算
出した共通仮設費を合計した金額とする。また，現場管理
費の金額も同様に，対象地区毎に算出した現場管理費を
合計した金額とする。なお，共通仮設費率及び現場管理
費率の補正（大都市，施工地域等）については，対象地区
毎に設定する。

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない



確認欄

(1)　施工計画書について
読み合わせ日
R　　/　　/
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

確認欄

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

確認欄

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

(４)  過積載の防止
着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

確認欄

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

着手前　　□
完了時　　□

確認欄

着手前　　□
完了時　　□

　特　記　事　項
1　基本事項 内　容 施工方法(注意事項)

　施工計画書については、監督員及び副監督員並びに監督補助員の日程を調整し、
読み合わせを実施してから現場に着手すること。

　監督職員及び副監督職員と調整を行
い施工すること。（2名体制で打合わせ
及び立会を実施すること。）

(5)　完成写真について
　工事写真については、国土交通省「写真管理基準（案）」に基づいて撮影するものと
し、特に完成写真は、晴天時に着工前と完成時の対比が可能で、明瞭な写真を撮影す
ること。

完成写真（2部）は良質な紙とし、
明瞭であること。

(6)　書類等について 　提出書類は遅延なく提出すること。 まとめて提出しないこと。

※補助事業や起債事業の場合は、会
計検査の対象となるので、工事完了後
のｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰも行うこと。

(3）　特記仕様書について
　本特記事項も設計図書の一部である為、現場代理人は熟読し、内容を理解した上で
施工計画書の作成や現場着手に望むこと。

　是正指示にも従わず、本特記事項が
遵守できない場合は、粗雑工事扱いと
なりうるので注意すること。

(4)　道路の通行制限について

　現場着手にあたり、大和警察署及び黒川消防署へ下記の書類を提出し、許可後、そ
の写しを両方を合わせて提出すること。また、通行止めで行う場合は、区長の同意書も
もらうこと。
　1)：大和警察署　「道路使用許可申請書」
　2)：黒川消防署　「道路工事届」

工事打合せ簿にて提出すること。

(2）　事業区分 「道路メンテ補助」を活用している工事である。

（2）　施工地域区分 一般交通影響有(2-1)

（3）　仮設工(交通誘導員)
　施工箇所に2名/日を配置することを想定し、積算している。
（※自社で必要とする人数を計上すること。）

休憩・休息時間における交通誘導が必
要

有り(１名)　　■　　　無し　　□

　2　積算等 内　容 施工方法(注意事項)

(1）　主たる工種 橋梁保全工事

(1）　設計図書と現地調査の相違
　着手前調査において、本設計書と現場にて相違点が確認された場合は，直ちに監督
職員に工事請負契約書第19条に基づく調査(照査)結果を報告すること。

打合せ簿にて監督員と協議を行うこと。

(2)　工事の周知等

　工事着手後速やかに、現地に工事予告看板を設置するとともに、近隣住民へ工事案
内文書等を配布するなど工事の周知に努めること。
　また、現場内に第三者が侵入しないよう，施工区域を明確にし，安全対策を徹底する
こと。

　工事案内等を配布する際は、打合せ
簿にて監督員に確認を取ってから配布
すること。
（※事前にﾒｰﾙ等でも可）

（4）　週休2日工事の実施

　発注時においては、補正係数無しで積算しており、施工計画書を作成する前に「通期
の週休2日」、「月単位の週休2日」、「完全週休2日」のいずれに取り組むか発注者より協
議するものとする。
　協議に基づき、取り組みに達成した場合は、変更積算時に達成した区分に応じた補
正係数を乗じて変更するものとする。
　なお、施工計画書には選択した週休2日の区分と現場事務所の設置場所等を記載す
ること。

　大和町「週休２日工事」実施要領に基
づき、行うことする。

　2　現場条件等 内　容 施工方法(注意事項)

　塗装色は施工前に監督員と打合せの上、承諾を得ること。 監督員と打合せを行うこと。

　3　変更及び検査等 内　容 施工方法(注意事項)

(3)　苦情・要望等
　住民からの苦情・要望があった場合には，速やかに監督職員に報告し,対応等につい
て監督職員の指示を受けること。

監督員と打合せを行うこと。

　ダンプトラック等で資材を運搬する際、過積載防止対策についての計画を施工計画書
に記載すること（運転する車輌の主要諸元、ナンバー、過積載防止についての具体的
な内容等)。

写真等の撮影も忘れないこと。

（５）　施工について
　施工に当り、特に出来栄え等を重視するとともに、経済性や施工性に優れた手順、工
法等の工夫に務めること。なお、図面等に注記事項が記載されている場合もあるので、
確認すること。

　出来栄えが悪い場合、再施工（改造）
を請求することもあるので、注意するこ
と。

(1)　施設台帳について 受注者は、工事完了時に橋梁台帳(橋梁一般図)を更新し、監督員に提出すること。 監督職員の指示による。

(３)　検査について 　原則として、工期内に検査を行うこととする。
　事前に監督員及び副監督員の現場
及び書類確認(検査)を受けてから完
成届を提出すること。

　4　その他 内　容 施工方法(注意事項)

(1)　設計変更について
　宮城県土木部が公表している「工事請負契約における設計変更ガイドライン」に基づ
き、実施するものとする。※書面にて指示・協議を行っていないものは変更の対象外と
する。

　監督員及び副監督員が同席の上で
協議・打合せを行うこと。

(2)　変更資料について

　変更資料においては、当初設計内容と比較した形式で、図面及び数量計算書をそれ
ぞれ一式作成し監督員へ提出すること。
　なお、変更の手続きにも日数を要するので、工期間近になっての提出を行わないよ
う、日頃から書類の整理は行って置くこと。

　変更図面及び変更数量計算書の作
成方法は監督員又は副監督員より指
示をもらうこと。

（６）　塗装色ついて



位　置　図

施工箇所



設計内訳書（本01）
工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

橋梁保全工事

式 1    

舗装工

式 1    

舗装打換え工

式 1    

舗装版切断 舗装版種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版厚:15cm
以下

m 13    

単   1号

舗装版破砕 舗装版種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,舗装版厚:11cm

m2 38    

単   2号

上層路盤 路盤材種類:再生瀝青安定処理材(40),仕上り厚:6
0mm

m2 38    

単   3号

表層 材料種類:各種(2.30以上2.40t/m3未満),材料規格
:再生密粒度ｱｽｺﾝ20F,舗装厚:50mm,平均幅員:3.0m
超

m2 38    

単   4号

殻運搬　 殻種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3 4    

単   5号

殻処分　 殻種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3 4    

単   6号

橋梁付属物工

式 1    

伸縮継手工

式 1    

鋼製伸縮継手補修　 伸縮装置補修:補修普通2車線

m 16    

単   7号

橋梁補修工

式 1    

　- 1 -

設計内訳書（本01）
工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

橋梁地覆補修工

式 1    

地覆目地補修

m 8    

単   8号

ひび割れ補修工

式 1    

低圧注入工法 1構造物当り補修延べ延長:93.5m,材料種類:可と
う性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

構造物 1    

単   9号

断面修復工

式 1    

左官工法 1構造物当り修復延べ体積:0.1m3未満,材料種類:ﾎ
ﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ,鉄筋ｹﾚﾝ･鉄筋防錆処理:有り

構造物 1    

単  10号

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込･運搬(断面修復工)

m3 0.08 

単  11号

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻処分(断面修復工)

m3 0.08 

単  12号

支承補修工

式 1    

沓座ﾓﾙﾀﾙ

m3 0.2  

単  13号

表面含浸工

式 1    

下地処理　

m2 680    

単  14号

含浸材塗布 仕様:ｼﾗﾝ系

m2 680    

単  15号

　- 2 -



設計内訳書（本01）
工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

現場塗装工

式 1    

橋梁塗装工

式 1    

塗膜除去 材料規格:水系,塗布量:0.5㎏/m2,塗布回数:2回

m2 77    

単  16号

素地調整 素地調整種類:1種ｹﾚﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ処理)

m2 77    

単  17号

下塗 塗装種別:有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ(1層) ｽﾌﾟﾚｰ,塗装箇
所:有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ,塗装回数:1回

m2 77    

単  18号

下塗 塗装種別:弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料(2層)ｽﾌﾟﾚｰ
,塗装箇所:有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ,塗装回数:2回

m2 77    

単  19号

中塗 塗装種別:弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用 ｽﾌﾟﾚｰ 淡彩
,塗装箇所:弱溶剤ふっ素樹脂塗料,塗装回数:1回

m2 77    

単  20号

上塗 塗装種別:弱溶剤形ふっ素樹脂塗料 ｽﾌﾟﾚｰ 淡彩,
塗装箇所:弱溶剤形ふっ素樹脂塗料,塗装回数:1回

m2 77    

単  21号

現場発生材運搬 種類:汚泥･鉱さい

台 1    

単  22号

現場発生材処分 種類:汚泥･鉱さい

t 3    

単  23号

仮設工

式 1    

防塵対策工

式 1    

環境対策資機材

式 1    

内   1号

　- 3 -

設計内訳書（本01）
工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

足場工

式 1    

吊足場
(地覆部)

足場種類:ﾀｲﾌﾟE

m2 450    

単  24号

吊足場
(橋脚部)

足場種類:ﾀｲﾌﾟF

m2 30    

単  25号

単管足場
(A1･A2)

掛m2 60    

単  26号

ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ
(橋台部)

箇所:単管足場(A1･A2)

m2 35    

単  27号

塗膜剥離剤工用養生ｼｰﾄ
(橋台部)

箇所:単管足場(A1･A2)

m2 71    

単  28号

交通管理工

式 1    

交通誘導警備員

人日

単  29号

直接工事費

式 1    

共通仮設

式 1    

共通仮設費

式 1    

安全費

式 1    

鉛等呼吸用保護具等費用　

式 1    

内   2号

　- 4 -



設計内訳書（本01）
工事名 令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋) 事業区分

工事区分
道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

技術管理費

式 1    

塗膜剥離試験
(含有量試験･溶出量試験含)

式 1    

内   3号

共通仮設費（率計上）

式 1    

純工事費

式 1    

現場管理費

式 1    

工事原価

式 1    

一般管理費等

式 1    

工事価格

式 1    

消費税額及び地方消費税額

式 1    

工事費計

式 1    

　- 5 -



一式当り内訳書
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   1号
環境対策資機材

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

環境対策資機材

式 1    

単  50号

合計

一式当り内訳書
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   2号
鉛等呼吸用保護具等費用　

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

鉛等呼吸用保護具等費用

式 1    

単  60号

合計

　

一式当り内訳書
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

内   3号
塗膜剥離試験

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

塗膜剥離試験

式 1    

合計

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   1号
舗装版切断 舗装版種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,ｱｽﾌｧﾙﾄ舗

装版厚:15cm以下 単位 m 単位数量
10    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,15cm以下,全ての費用

m 10    

合計

単価
円／m

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   2号
舗装版破砕 舗装版種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,舗装版厚

:11cm 単位 m2 単位数量
10    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,無し,不要,15cm以下,
有り,全ての費用

m2 10    

合計

単価
円／m2

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   3号
上層路盤 路盤材種類:再生瀝青安定処理材(40

),仕上り厚:60mm 単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

上層路盤(車道･路肩部) 再生瀝青安定処理材(40),3.0m超,60
mm,ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3,全ての費用

m2 1    

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   4号
表層 材料種類:各種(2.30以上2.40t/m3未

満),材料規格:再生密粒度ｱｽｺﾝ20F,
舗装厚:50mm,平均幅員:3.0m超

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

表層(車道･路肩部) 3.0m超,50mm,各種(2.30以上2.40t/m
3未満),ﾀｯｸｺｰﾄ PK-4,全ての費用

m2 1    

合計

単価
円／m2

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   5号
殻運搬　 殻種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

殻運搬 舗装版破砕,機械(騒音対策不要､厚1
5cm以下),無し,22.0km以下,全ての
費用 m3 1    

合計

単価
円／m3

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   6号
殻処分　 殻種別:ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費(m3) 無

m3 1    

単  30号

合計

単価
円／m3

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   7号
鋼製伸縮継手補修　 伸縮装置補修:補修普通2車線

単位 m 単位数量
16.1  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

伸縮装置取替工

m 16.1  

単  31号

地覆ｼﾞｮｲﾝﾄ設置工

箇所 6    

単  32号

地覆部ｼｰﾙ工

箇所 6    

単  33号

排水ｺﾞﾑ管設置工

箇所 4    

単  34号

伸縮装置 両側誘導板装着製品

m 13.1  

伸縮装置 歩道専用型

m 2.9  

鉄筋 SD345 D16～25,全ての費用

t 0.1  

差筋ｱﾝｶｰ
D16 L=260

本 264    

超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ

m3 2.9  

橋梁用伸縮装置
ｼｰﾙ材 ｼﾘｺｰﾝ系 ﾌﾟﾗｲﾏｰ含む

L 27.4  

橋梁用伸縮装置
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

L 44.8  

地覆ｼﾞｮｲﾝﾄ
(YC-A200-WG対応型)

箇所 4    

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   7号
鋼製伸縮継手補修　 伸縮装置補修:補修普通2車線

単位 m 単位数量
16.1  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

地覆ｼﾞｮｲﾝﾄ
(YC-A200対応型)

箇所 2    

端部ｺﾞﾑ管
25A×1500

本 4    

排水ｺﾞﾑ
25A×3000 固定金具含む

組 4    

積込(ｺﾝｸﾘｰﾄ殻) 全ての費用

m3 2.9  

ｽｸﾗｯﾌﾟ
ﾍﾋﾞｰH1

t 5.23 

合計

単価
円／m

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   8号
地覆目地補修

単位 m 単位数量
7.8  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ｼｰﾙ材

m 7.8  

ｼｰﾙ材(材料費)

L 15.4  

合計

単価
円／m

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   9号
低圧注入工法 1構造物当り補修延べ延長:93.5m,材

料種類:可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ひび割れ補修工(低圧注入工法) 25m以上,93.5m,2.9kg,15.3kg,375個

構造物 1    

単  35号

合計

単価
円／構造物

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  10号
左官工法 1構造物当り修復延べ体積:0.1m3未

満,材料種類:ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ,鉄筋ｹﾚ
ﾝ･鉄筋防錆処理:有り

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

断面修復工(左官工法) 有り,0.1m3未満,0.08m3

構造物 1    

単  36号

合計

単価
円／構造物

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  11号
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込･運搬(断面修復工)

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込･運搬(断面修復工) 無し,16.5km以下,良好

m3 1    

単  37号

合計

単価
円／m3

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  12号
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻処分(断面修復工)

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費(m3) 無

m3 1    

単  38号

合計

単価
円／m3

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  13号
沓座ﾓﾙﾀﾙ

単位 m3 単位数量
0.2  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

沓座ｺﾝｸﾘｰﾄはつり
(支承直下部以外)

m3 0.2  

ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔(電動ﾊﾝﾏﾄﾞﾘﾙ)

孔 32    

型枠(沓座拡幅工)

m2 1    

鉄筋(沓座拡幅工) SD345 D13,全ての費用

t 0.04 

ｱﾝｶｰ 25mm以下,下方向

本 32    

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ
M12×80

本 32    

無収縮ﾓﾙﾀﾙ工

m3 0.2  

単  39号

無収縮剤
ｾﾒﾝﾄ系ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ 標準混和量1875kg

kg 281.3  

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし,機
械積込,無し,18.5km以下,全ての費
用 m3 0.2  

処分費(m3) 無

m3 0.2  

単  38号

合計

単価
円／m3

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  14号
下地処理　

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

下地処理(表面含浸) 無し,無し,無

m2 1    

単  40号

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  15号
含浸材塗布 仕様:ｼﾗﾝ系

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

含浸材塗布 無し,無し,無,表面含浸材(kg),0.2k
g

m2 1    

単  41号

合計

単価
円／m2

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  16号
塗膜除去 材料規格:水系,塗布量:0.5㎏/m2,塗

布回数:2回 単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗膜剥離剤塗布･塗膜除去 無し,無し,鈑桁構造･箱桁構造,0.5k
g/m2

m2 2    

単  42号

廃材の回収･積込 無し,無し

m2 2    

単  43号

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  17号
素地調整 素地調整種類:1種ｹﾚﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ処理)

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗替塗装 素地調整,箱桁構造の密閉部,無し,
無し,1種ｹﾚﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ処理),有り

m2 1    

単  44号

合計

単価
円／m2

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  18号
下塗 塗装種別:有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ(1層) ｽ

ﾌﾟﾚｰ,塗装箇所:有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ,
塗装回数:1回

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗替塗装 下塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無
し,有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ(1層)ｽﾌﾟﾚｰ

m2 1    

単  45号

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  19号
下塗 塗装種別:弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗

料(2層)ｽﾌﾟﾚｰ,塗装箇所:有機ｼﾞﾝｸﾘｯ
ﾁﾍﾟｲﾝﾄ,塗装回数:2回

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗替塗装 下塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無
し,弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ(2層)ｽﾌﾟﾚｰ

m2 1    

単  46号

合計

単価
円／m2

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  20号
中塗 塗装種別:弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

用 ｽﾌﾟﾚｰ 淡彩,塗装箇所:弱溶剤ふ
っ素樹脂塗料,塗装回数:1回

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗替塗装 中塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無
し,弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用 ｽﾌﾟﾚ
ｰ,淡彩 m2 1    

単  47号

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  21号
上塗 塗装種別:弱溶剤形ふっ素樹脂塗料 

ｽﾌﾟﾚｰ 淡彩,塗装箇所:弱溶剤形ふっ
素樹脂塗料,塗装回数:1回

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗替塗装 上塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無
し,弱溶剤形ふっ素樹脂塗料 ｽﾌﾟﾚｰ,
淡彩 m2 1    

単  48号

合計

単価
円／m2

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  22号
現場発生材運搬 種類:汚泥･鉱さい

単位 台 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

特別管理産業廃棄物運搬
鉛含有塗膜屑･汚泥

台 1    

合計

単価
円／台

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  23号
現場発生材処分 種類:汚泥･鉱さい

単位 t 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費(t) 無

t 1    

単  49号

合計

単価
円／t

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  24号
吊足場 足場種類:ﾀｲﾌﾟE

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

足場･防護 ｼｰﾄ,2回,1.0月を超え2.0月以下

m2 1    

合計

単価
円／m2

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  25号
吊足場 足場種類:ﾀｲﾌﾟF

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋脚回り足場
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

単  51号

床面部ｼｰﾄ張防護
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

単  52号

朝顔
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

単  53号

板張防護
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

単  54号

朝顔部ｼｰﾄ張防護
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

単  55号

合計

単価
円／m2

　



１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  26号
単管足場

単位 掛m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

足場工 単管足場,必要,標準(1.0)

掛m2 1    

単  56号

合計

単価
円／掛m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  27号
ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ 箇所:単管足場(A1･A2)

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ﾌﾞﾗｽﾄ養生ｼｰﾄ工

m2 1    

単  57号

合計

単価
円／m2

　

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  28号
塗膜剥離剤工用養生ｼｰﾄ 箇所:単管足場(A1･A2)

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

剥離材工用養生ｼｰﾄ工

m2 1    

単  58号

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  29号
交通誘導警備員

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員B

人日

単  59号

合計

単価
円／人日

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  30号
処分費(m3) 無

単位 m3 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費
ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3 100    

合計

単価
円／m3

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  31号
伸縮装置取替工

単位 m 単位数量
3.6  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費  

式 1    

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ[手動式･湿式]
切削深10cm級 ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径φ30cm

日

空気圧縮機[可搬式･ｴﾝｼﾞﾝ駆動]
ｽｸﾘｭ型 吐出量5.0m3/min

日

さく岩機(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ)
30kg級

日

さく岩機(ﾋﾟｯｸﾊﾝﾏ)
各種

日

ｶﾞｽ切断機
(ｱｾﾁﾚﾝ,酸素,火口,ﾎｰｽ等を含む)

式 1    

発動発電機[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ駆動]
2kVA

日

電気溶接機[半自動ｱｰｸ溶接機]
350A

日

電動ﾊﾝﾏﾄﾞﾘﾙ
穴あけ能力 φ38～40mm

日

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  31号
伸縮装置取替工

単位 m 単位数量
3.6  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ[高周波･ｲﾝﾅﾊﾞｲﾌﾞ]
振動部外径φ40mm

日

ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ
4t 2.9t吊り

台･日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
2t

台･日

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
25t吊

日

諸雑費(その他機械)(率)  

式 1    

ｶﾞｿﾘﾝ
ﾚｷﾞｭﾗｰ

L 30    

軽油

L 60    

諸雑費(その他材料)(率)  

式 1    

合計

単価
円／m

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  32号
地覆ｼﾞｮｲﾝﾄ設置工

単位 箇所 単位数量
3    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

空気圧縮機[可搬式･ｴﾝｼﾞﾝ駆動]
ｽｸﾘｭ型 吐出量5.0m3/min

日

さく岩機(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ)
30kg級

日

さく岩機(ﾋﾟｯｸﾊﾝﾏ)
各種

日

ｶﾞｽ切断機　地覆ｼﾞｮｲﾝﾄ設置工
(ｱｾﾁﾚﾝ,酸素,火口,ﾎｰｽ等を含む)

式 1    

諸雑費(その他機械)(率)  

式 1    

諸雑費  

式 1    

軽油

L 20    

合計

単価
円／箇所

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  33号
地覆部ｼｰﾙ工

単位 箇所 単位数量
4    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人

普通作業員

人

諸雑費(その他材料)(率)  

式 1    

発動発電機[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ駆動]
2kVA

日

さく岩機(ﾋﾟｯｸﾊﾝﾏ)
各種

日

諸雑費  

式 1    

合計

単価
円／箇所

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  34号
排水ｺﾞﾑ管設置工

単位 箇所 単位数量
4    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう世話役

人

特殊作業員

人

諸雑費(その他材料)(率)  

式 1    

発動発電機[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ駆動]
2kVA

日

さく岩機(ﾋﾟｯｸﾊﾝﾏ)
各種

日

諸雑費  

式 1    

合計

単価
円／箇所

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  35号
ひび割れ補修工(低圧注入工法) 25m以上,93.5m,2.9kg,15.3kg,375個

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

注入材
ｴﾎﾟｷｼ

kg 2.9  

ｼｰﾙ材
ｴﾎﾟｷｼ

kg 20.961

材料費
DDｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ

個 375    

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  36号
断面修復工(左官工法) 有り,0.1m3未満,0.08m3

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

材料費
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

m3 0.094

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  37号
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻積込･運搬(断面修復工) 無し,16.5km以下,良好

単位 m3 単位数量
10    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

普通作業員

人

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 良好

日

単  61号

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m3

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  38号
処分費(m3) 無

単位 m3 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻(無筋)

m3 100    

合計

単価
円／m3

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  39号
無収縮ﾓﾙﾀﾙ工

単位 m3 単位数量
0.2  

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／m3

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  40号
下地処理(表面含浸) 無し,無し,無

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

表面含浸工 下地処理
高所作業車無 制約無 昼間

m2 1    

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  41号
含浸材塗布 無し,無し,無,表面含浸材(kg),0.2k

g 単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

表面含浸工 含浸材塗布
高所作業車無 制約無 昼間

m2 1    

表面含浸材
ｼﾗﾝ系表面含浸材

kg 0.2  

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  42号
塗膜剥離剤塗布･塗膜除去 無し,無し,鈑桁構造･箱桁構造,0.5k

g/m2 単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗膜除去工 塗膜剥離剤塗布･除去
鈑桁構造･箱桁構造 制約無 昼間

m2 1    

塗膜剥離剤
ﾊﾞｲｵﾊｸﾘ

kg 0.535

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  43号
廃材の回収･積込 無し,無し

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

塗膜除去工 廃材の回収･積込
制約無 昼間

m2 1    

合計

単価
円／m2

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  44号
塗替塗装 素地調整,箱桁構造の密閉部,無し,

無し,1種ｹﾚﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ処理),有り 単位 m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁塗装工 塗替塗装 昼間
素地調整 1種ｹﾚﾝ 無

m2 100    

橋梁塗装工 塗替塗装 昼間
素地調整研削材及びｹﾚﾝかす 無

m2 100    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  45号
塗替塗装 下塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無

し,有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ(1層)ｽﾌﾟﾚｰ 単位 m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁塗装工 塗替塗装 下塗 昼 無
有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁ(1層) ｽﾌﾟﾚｰ

m2 100    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  46号
塗替塗装 下塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無

し,弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ(2層)ｽﾌﾟﾚｰ 単位 m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁塗装工 塗替塗装 下塗 昼 無
弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ(2層)ｽﾌﾟﾚｰ

m2 100    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m2

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  47号
塗替塗装 中塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無

し,弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用 ｽﾌﾟﾚ
ｰ,淡彩

単位 m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁塗装工 塗替塗装 中塗 昼 無
弱溶剤形ふっ素用ｽﾌﾟﾚｰ淡彩

m2 100    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  48号
塗替塗装 上塗り,箱桁構造の密閉部,無し,無

し,弱溶剤形ふっ素樹脂塗料 ｽﾌﾟﾚｰ,
淡彩

単位 m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁塗装工 塗替塗装 上塗 昼 無
弱溶剤形ふっ素ｽﾌﾟﾚｰ淡彩

m2 100    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  49号
処分費(t) 無

単位 t 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費
鉛含有塗膜屑･汚泥

t 100    

合計

単価
円／t

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  50号
環境対策資機材

単位 式 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

負圧集塵装置
規格:5～7m3/min

台･月 1    

負圧集塵装置用1次ﾌｨﾙﾀｰ

枚 6    

負圧集塵装置用2次ﾌｨﾙﾀｰ

枚 2    

負圧集塵装置用HEPAﾌｨﾙﾀｰ

枚 1    

吸気ﾀﾞｸﾄ

m 1    

排気ﾀﾞｸﾄ

m 1    

真空掃除機

台･月 1    

真空掃除機用1次ﾌｨﾙﾀｰ

枚 2    

真空掃除機用2次ﾌｨﾙﾀｰ

枚 1    

真空掃除機用HEPAﾌｨﾙﾀｰ

枚 1    

簡易ｾｷｭﾘﾃｨｰﾙｰﾑ

台 1    

ｴｱｼｬﾜｰ

台･月 1    

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  50号
環境対策資機材

単位 式 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ｴｱｼｬﾜｰ用1次ﾌｨﾙﾀｰ

枚 2    

ｴｱｼｬﾜｰ用HEPAﾌｨﾙﾀｰ

枚 1    

合計

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  51号
橋脚回り足場
ﾀｲﾌﾟF 単位 m2 単位数量

1    
単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋脚回り足場損耗
ﾀｲﾌﾟF

m2 1    

橋脚回り足場損料
ﾀｲﾌﾟF

m2･日 2    

橋りょう特殊工

人

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  52号
床面部ｼｰﾄ張防護
ﾀｲﾌﾟF 単位 m2 単位数量

1    
単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

床面部ｼｰﾄ張防護損料
ﾀｲﾌﾟF

m2･日 2    

橋りょう特殊工

人

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  53号
朝顔
ﾀｲﾌﾟF 単位 m2 単位数量

1    
単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

朝顔損料
ﾀｲﾌﾟF

m2･日 2    

橋りょう特殊工

人

合計

単価
円／m2

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  54号
板張防護
ﾀｲﾌﾟF 単位 m2 単位数量

1    
単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

板張防護損料
ﾀｲﾌﾟF

m2･日 2    

橋りょう特殊工

人

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  55号
朝顔部ｼｰﾄ張防護
ﾀｲﾌﾟF 単位 m2 単位数量

1    
単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

朝顔部ｼｰﾄ張防護損料
ﾀｲﾌﾟF

m2･日 2    

橋りょう特殊工

人

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  56号
足場工 単管足場,必要,標準(1.0)

単位 掛m2 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人

とび工

人

普通作業員

人

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型]
25t吊

日

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／掛m2

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  57号
ﾌﾞﾗｽﾄ養生ｼｰﾄ工

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう特殊工

人

ﾌﾞﾗｽﾄ用養生ｼｰﾄ

m2 1    

合計

単価
円／m2

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  58号
剥離材工用養生ｼｰﾄ工

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう特殊工

人

剥離剤工用養生ｼｰﾄ

m2 1    

合計

単価
円／m2

　



２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  59号
交通誘導警備員B

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員B

人

合計

単価
円／人日

　

２次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  60号
鉛等呼吸用保護具等費用

単位 式 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

電動ﾌｧﾝ付呼吸用保護具

個 6    

呼吸用保護具ﾌｨﾙﾀｰ

個 144    

使い捨て化学防護服

着 144    

防護手袋

組 144    

ｼｭｰｽﾞｶﾊﾞｰ

個 144    

合計

　



３次単価表
単価使用年月 2026.09

歩掛適用年月 2026.09

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  61号
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 良好

単位 日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

運転手(一般)

人

軽油

L 19.2  

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ[ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ]
4t積級

機械条件:供用　持込

供用日

ﾀｲﾔ損耗費
4t積級 良好 供用日

供用日

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／日

　



大 和 町

橋梁補2号

令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋)

設　計　図　面

【 実　施 】



図番 枚数 図面名称 図番 枚数 図面名称

1 1 七ツ森大橋 現況一般図

2 1 七ツ森大橋 補修一般図

3 1 七ツ森大橋 塗替え塗装工図（その1）

4 1 七ツ森大橋 塗替え塗装工図（その2）

5 1 七ツ森大橋 上部工補修工図（その1）

6 1 七ツ森大橋 上部工補修工図（その2）

7 1 七ツ森大橋 上部工補修工図（その3）

8 1 七ツ森大橋 地覆表面含浸工図（その1）

9 1 七ツ森大橋 地覆表面含浸工図（その2）

10 1 七ツ森大橋 地覆目地補修工図（その1）

11 1 七ツ森大橋 地覆目地補修工図（その2）

12 1 七ツ森大橋 舗装補修工図

13 1 七ツ森大橋 下部工補修工図

14 1 七ツ森大橋 伸縮装置取替え工図（その1）

15 1 七ツ森大橋 伸縮装置取替え工図（その2）

16 1 七ツ森大橋 沓座モルタル補修工図（その1）

17 1 七ツ森大橋 沓座モルタル補修工図（その2）

18 1 七ツ森大橋 足場工図（参考図）

19 1 七ツ森大橋 交通規制図（参考図）

計 19 枚

図  面  目  録



S=1：400

1等橋

河川（南川）

L=63.900+77.500+77.500+63.900m

アスファルト舗装 t=60

七ツ森大橋　現況一般図

基礎形式

適用示方書

竣　工　年

幅　　　員

支　　　間

橋　　　長

設　計　条　件

型　　　式

活　荷　重

斜　　　角

橋　　　種

交 差 条 件

道路橋

側　面　図

断　面　図

添　架　物 有り（NTT）

下部工形式

上部工形式

重力式橋台、壁式橋脚、逆T式橋台

直接基礎

昭和61年(1986年)

4径間連続鋼製箱桁橋

L=284.000m

幅員　W= 8.00m（全幅員 W=9.00m）

90°

4径間連続鋼製箱桁橋

昭和55年2月道路橋示方書Ⅰ共通編（1980年）

6008000400

9000

橋　長 284000

A1 P1 P2 P3 A2
南
川

平　面　図

9
0
0
0

4
0
0

1
5
0
0

6
5
0
0

6
0
0

橋　長 284000

S=1：400

桁　長 283600

77500 6390077500

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

A1

P1

P2
P3

A2

1500 6500

32503250

車道　W= 6.50m、歩道　W= 1.50m

S=1：100

200 200

400400 63900

桁　長 283600

77500 6390077500

200 200

400400 63900

5
5
0
0

3500

2
6
5
0
0

12000

M
M

16000

2
0
3
0
0

F M

9000

1
7
7
0
0

2
0
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

H.W.L=100.000

6
0
0
0

4500

鉄筋コンクリート床版 t=180

CL

歩道部タイル

中間部 中間支点部

2
0
0
0

1400 2100 2200 2100 1200

3
2
0
0

1
0
0

2
5
0

2
5
0

G1 G2

1
1
0
0

3
0
0

5
0
0
6
5
0

排水管

M

2.0％ 2.0％

難
波

至

宮
床

至

担
ノ

至

吉
岡

至

原

鋼管φ165.2×4.5

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

七ツ森大橋　現況一般図

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

七ツ森大橋　補修一般図

大　和　町

図　示

町道 魚板兵土ヶ原線

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

橋梁補 2 号

七ツ森大橋　補修一般図

歩道部補修工

備　　　考工　　　種 部　　　位

補修項目一覧表

主桁等鋼部材および支承本体塗替え塗装工(鋼部材補修)

伸縮装置補修工

A1、A2伸縮装置補修工

歩道側高欄補修工

車道側防護柵補修工

塗替え塗装工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

防護柵補修工

高欄補修工

防護柵補修工

地覆補修工

縁石補修工

S=1：400

アスファルト舗装 t=60

側　面　図

断　面　図

6008000400

9000

橋　長 284000

A1 P1 P2 P3 A2

平　面　図

9
0
0
0

4
0
0

1
5
0
0

6
5
0
0

6
0
0

橋　長 284000

S=1：400

桁　長 283600

77500 6390077500

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

A1

P1

P2
P3

A2

1500 6500

32503250

S=1：100

200 200

400400 63900

桁　長 283600

77500 6390077500

200 200

400400 63900

5
5
0
0

3500

2
6
5
0
0

12000

M M

16000

2
0
3
0
0

F M

9000

1
7
7
0
0

2
0
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

H.W.L=100.000

6
0
0
0

4500

鉄筋コンクリート床版 t=180

CL

中間部 中間支点部

2
0
0
0

1400 2100 2200 2100 1200

3
2
0
0

1
0
0

2
5
0

2
5
0

G1 G2

1
1
0
0

3
0
0

5
0
0
7
5
0

M

2.0％ 2.0％

縁石補修工 歩道部補修工高欄補修工

防護柵補修工

床版上部工補修工

地覆表面含浸工

地覆目地補修工

車道側、歩道側

車道側、歩道側

A1、A2外側舗装補修工 舗装の摺り付け

ひびわれ補修、断面補修、表面含浸

下部工補修工 ひびわれ補修、断面補修A1、A2

P1、P2、P3、A2沓座モルタル補修工

ひびわれ補修、断面補修車道側、歩道側地覆補修工

歩道部タイル歩道部補修工

歩車道境界縁石縁石補修工(上部工補修工)

モルタル補修

全箇所排水管取替え工 鋼管⇒塩ビ管

桁端塗装(A1、A2側)

塗替え塗装工 塗替え塗装工

(支承本体も含む)

塗替え塗装工上部工補修工

上部工補修工

上部工補修工

地覆表面含浸工
地覆目地補修工

地覆補修工

地覆表面含浸工
地覆目地補修工

地覆補修工

地覆表面含浸工
地覆目地補修工

地覆補修工

地覆表面含浸工
地覆目地補修工

地覆補修工

地覆表面含浸工
地覆目地補修工 舗装補修工

下部工補修工

下部工補修工

沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

縁石補修工

排水管取替え工

排水管取替え工

排水管取替え工

南
川

難
波

至

宮
床

至

担
ノ

至

吉
岡

至

原

排水管
VP管 150A(φ165)

6
0
0
以
上

6
0
0
以
上

3000
舗装舗装工

3000

舗装舗装工

3000

舗装舗装工

3000

橋梁補2号　令和8年度橋梁補修工事(七ツ森大橋)　施工延長 L=284.0m　幅員 W=6.5(9.0)m
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七ツ森大橋　塗替え塗装工図（その1）

橋　長 284000

A1
P1 P2 P3 A2

平　面　図 S=1：400

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

桁　長 283600

77500 6390077500

200 200

400400 63900

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

注記

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

9
0
0
0

担
ノ

至

吉
岡

至

原

難
波

至

宮
床

至

南
川

S=1：400側　面　図

橋　長 284000

桁　長 283600

77500 6390077500

A1

P1
P2 P3

A2

200 200

400400 63900

M M F M

2
0
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

H.W.L=100.000

M

20002000

再塗装範囲 再塗装範囲

塗替え塗装工(主桁【箱桁外面】、横桁)

断　面　図

6008000400

9000

1500 6500

32503250

S=1：100

CL

2
0
0
0

1400 2100 2200 2100 1200

G1 G2

(支承本体も含む)

( 下 面 )

横桁部

2
0
0
0

2
0
0
0

(再塗装範囲)

2
0
0
0

2000

再塗装範囲 2000
再塗装範囲

横桁部(1箇所)

横桁部(1箇所)

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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七ツ森大橋　塗替え塗装工図（その2）

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

注記

平成26年版  社団法人 日本道路協会

出典元：「鋼道路橋塗装・防食便覧」

Rc-Ⅰ塗装系

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m  ）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

膜  厚

（μm ）

75

60

60

30

25

G1( G2 )

S=1：20主桁断面図

2200

2
0
0
0

2100

床　版

2400

150

150

150

150

2
0
0
0

G1

塗装範囲

塗装部材詳細図

S=1：20横桁正面図

2100 2100

床　版

1
5
0
0

G1 G2

横　桁

通行孔

260

260

1
5
0
0リングPL

5
5
0

550

90

リングPL

HSTF

HSTF

1050

1050

100

100

HSTF

HSTF

5
0
0 500

２．A2の支承本体の再塗装は、沓座モルタル補修工後に行うこと。

3
0

2
7
0

8
0

2
5
0

570

8
0

2
5
0

570 550

3
0

2
7
0

550

A2部：2箇所

主桁側面図 "Ｂ－Ｂ"断面

A2

Ｂ

Ｂ

A2

A1部：2箇所

主桁側面図 "Ａ－Ａ"断面

A1
Ａ

Ａ

A1

A1 支承本体

※.A2の沓座モルタルは、
沓座モルタル補修工後の形

沓座モルタル 沓座モルタル

S=1：15 A2 支承本体 S=1：15

沓座モルタル 沓座モルタル

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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0.5

0.5

0.20.20.2
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0.2
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0.2
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0.3

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2
0.2

0.20.2

0.2
0.2

0.2

0.2 0.2 0.2

0.2

0.2

0.2
0.2

0.2 0.2
0.2

0.2

0.20.3

0.3 0.3

0.4 0.4

0.20.3

0.3

0.4

0.4

0.30.2

0.2

南
川

P1 P2

0.20.2 0.2 0.20.2 0.2

S=1：100七ツ森大橋　上部工補修工図（その1）

床版：23 変形・欠損-c

1 [0.20m×0.10m］

地覆：⑦剥離・鉄筋露出-d

2 [0.30m×0.10m］

(桁下面：第２径間)

うき

漏水

表　示損傷の種類

ひびわれ

剥　離

遊離石灰

鉄筋露出

腐　食

その他

：排水管

損傷の凡例

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

注記）

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

1 m × ＝ m3m × m0.050.20 0.10 0.001

数　量寸　　法箇　所

床　版

番号

2 m × ＝ m3m × m0.050.30 0.10 0.002

0.003＝計 m3

断面修復工（防錆有）　数量表

地　覆

塗膜に異常が認められないこと耐アルカリ性試験仕　　　　様工　　　種

鋼材防錆処理工

断 面 修 復 工

鉄筋に対する付着強さ試験

ポリマーセメント系モルタル材

一液型エポキシ樹脂塗料 N/mm　以上27.8

材 料 表

　処理を行なうこと。 終　了

防錆材品質

※フェザーエッジを作らないように端部は、カッター

断面修復工概要図

鉄筋の錆落し ・ 清掃

断面修復工

場合実施する。
※鉄筋の発錆がある

コンクリート面にプライマー塗布

コンクリートの欠損部に充填材を充填

※既設面のコンクリート面に対しては現地状況に
　合わせた表面処理を行うこと。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。

※脆弱部はつり量は、現地状況により調整すること。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。

脆弱部はつり
断面修復工

表面処理表面処理
モルタル)

(ポリマーセメント系

モルタル)
(ポリマーセメント系

養　生

鉄筋の表面に防錆材塗布

コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

既設鉄筋

表面処理

脆弱部はつり

防錆材塗布
下地処理
(ワイヤーブラシ等)

既設鉄筋
防錆材塗布

(ワイヤーブラシ等)
下地処理

表面処理
カット面 カット面

表面に浮きがある場合剥離･鉄筋露出の場合

損傷部の

開　始

30mm程度 30mm程度

t t

30mm程度 30mm程度

断面修復のフローチャート

ポリマーセメント系プライマー表 面 処 理 工

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

5 / 19

実 施



A1 P1

南
川

南
川

P1 P2

0.2

0.3 0.5

0.5 0.5

0.2 0.3 0.3 0.3

0.50.50.50.50.50.50.50.2 0.3 0.3 0.3 0.3

0.2 0.2

0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S=1：100七ツ森大橋　上部工補修工図（その2）

縁石：23 変形・欠損-c

7 [0.60m×0.20m］×2

うき

漏水

表　示損傷の種類

ひびわれ

剥　離

遊離石灰

鉄筋露出

腐　食

その他

：排水ます

損傷の凡例

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

注記）

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

塗膜に異常が認められないこと耐アルカリ性試験仕　　　　様工　　　種

鋼材防錆処理工

断 面 修 復 工

鉄筋に対する付着強さ試験

ポリマーセメント系モルタル材

一液型エポキシ樹脂塗料 N/mm　以上27.8

材 料 表

　処理を行なうこと。
終　了

シール材

※ひびわれ幅により、修復する工法が異なるため

※番号の記載の無いひびわれは、0.2mm未満の

　現地状況を十分に確認のこと。

注入パイプひびわれ 終　了

防錆材品質

※フェザーエッジを作らないように端部は、カッター

断面修復工概要図

鉄筋の錆落し ・ 清掃

断面修復工

場合実施する。
※鉄筋の発錆がある

コンクリート面にプライマー塗布

コンクリートの欠損部に充填材を充填

※既設面のコンクリート面に対しては現地状況に
　合わせた表面処理を行うこと。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。

※脆弱部はつり量は、現地状況により調整すること。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。

脆弱部はつり
断面修復工

表面処理表面処理
モルタル)

(ポリマーセメント系

モルタル)
(ポリマーセメント系

養　生

鉄筋の表面に防錆材塗布

コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

既設鉄筋

表面処理

脆弱部はつり

防錆材塗布
下地処理
(ワイヤーブラシ等)

既設鉄筋
防錆材塗布

(ワイヤーブラシ等)
下地処理

表面処理
カット面 カット面

表面に浮きがある場合剥離･鉄筋露出の場合

損傷部の

開　始

30mm程度 30mm程度

t t

30mm程度 30mm程度

断面修復のフローチャート

パイプ間隔確認

可撓性エポキシ樹脂の使用を考慮
※進行性のひびわれの場合は、

注入量の確認・養生

シール材の養生

インジェクター

パイプ間隔25cm程度

注入材

ひびわれ面シール

ゴム注入式

パイプ撤去

注　入

シール材撤去

ひびわれ注入工法

ひびわれ
注入工のフローチャート

ひびわれ部の清掃

開　始

エポキシ樹脂系 注入用パイプセット
シール材

取付けパイプ

(t=0.2～1.0㎜未満)

ひびわれ補修概要図

ポリマーセメント系プライマー表 面 処 理 工
　ひびわれ幅である。

縁石：23 変形・欠損-c

10 [0.60m×0.20m］×2

縁石：23 変形・欠損-c

8 [0.60m×0.20m］

縁石：23 変形・欠損-c

9 [0.60m×0.20m］

0.400

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

0.400

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.400
Fg0101

本数 総延長(m)

1.200

1.600

6.000

損傷箇所

t=0.2mm 15

t=0.3mm 4

t=0.5mm 3
合  　  計  8.800＝

1

番号

1地覆Fg0101

2地覆Fg0201

0.600

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

0.600

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.600
Fg0201

本数 総延長(m)

4.200

2.400

9.000

損傷箇所

t=0.2mm 15

t=0.3mm 4

t=0.5mm 7
合  　  計 15.600＝

2

番号

8 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.006

数　量寸　　法箇　所

断面修復工（防錆有）　数量表

縁　石

番号

0.024＝計

9 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.006

10 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.012× 2

3地覆Fg0101

4地覆Fg0101

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.400Fg0101

本数 総延長(m)

7.200

損傷箇所

t=0.2mm 18
合  　  計  7.200＝

3

番号

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.600Fg0201

本数 総延長(m)損傷箇所

t=0.2mm 24
合  　  計 14.400＝

4

番号

14.400

㎏＝計 1.347

3

2

1

番号

0.173 ㎏L＝

 0.274 ㎏L＝

0.554 ㎏L＝
地　覆

箇所 注入剤重量ひびわれ長さ

ひびわれ注入工　数量表

4 L＝ ㎏0.346

m46.00

7.20 m

 8.80 m

15.60 m

m14.40

＝

＝

＝

＝

＝

縁石：23 変形・欠損-c

5 [0.60m×0.20m］

縁石：23 変形・欠損-c

6 [0.60m×0.20m］

5 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.006

数　量寸　　法箇　所

断面修復工（防錆有）　数量表

縁　石

番号

0.024＝計

6 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.006

7 m × ＝ m3m × m0.050.60 0.20 0.012× 2

m3

m3

(橋面：第1径間～第2径間)

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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0.20.5 0.3 0.3 0.20.30.3

0.5 0.3

0.2 0.2 0.2 0.2

0.5 0.5 0.5 0.5 0.50.5 0.50.5

P3 A2

南
川

P2 P3

南
川

0.2

0.2

0.2

0.2 0.2 0.2

0.2

0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2

0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

S=1：100七ツ森大橋　上部工補修工図（その3）

1地覆Fg0101

2地覆Fg0101

3地覆Fg0101

4地覆Fg0201

うき

漏水

表　示損傷の種類

ひびわれ

剥　離

遊離石灰

鉄筋露出

腐　食

その他

：排水ます

損傷の凡例

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

注記）

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

終　了
シール材

※ひびわれ幅により、修復する工法が異なるため

※番号の記載の無いひびわれは、0.2mm未満の

　現地状況を十分に確認のこと。

注入パイプひびわれ

パイプ間隔確認

可撓性エポキシ樹脂の使用を考慮
※進行性のひびわれの場合は、

注入量の確認・養生

シール材の養生

インジェクター

パイプ間隔25cm程度

注入材

ひびわれ面シール

ゴム注入式

パイプ撤去

注　入

シール材撤去

ひびわれ注入工法

ひびわれ
注入工のフローチャート

ひびわれ部の清掃

開　始

エポキシ樹脂系 注入用パイプセット
シール材

取付けパイプ

(t=0.2～1.0㎜未満)

ひびわれ補修概要図

　ひびわれ幅である。

0.200

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

0.400

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.400
Fg0101

本数 総延長(m)

0.200

0.400

8.400

損傷箇所

t=0.2mm 21

t=0.3mm 1

t=0.5mm 1
合  　  計  9.000＝

1

番号

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

0.600

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.600
Fg0201

本数 総延長(m)

4.800

損傷箇所

t=0.2mm 19

t=0.5mm
合  　  計 16.200＝

2

番号

11.400

8

0.400

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

0.400

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.400
Fg0101

本数 総延長(m)

0.400

1.600

4.400

損傷箇所

t=0.2mm 11

t=0.3mm 4

t=0.5mm 1
合  　  計  6.400＝

3

番号

地覆ひびわれ箇所・数量一覧表

ひびわれ長さ(m) ひびわれ幅

0.600Fg0201

本数 総延長(m)損傷箇所

t=0.2mm 17
合  　  計 10.200＝

4

番号

10.200

㎏＝計 1.223

3

2

1

番号

0.188 ㎏L＝

0.228 ㎏L＝

0.562 ㎏L＝
地　覆

箇所 注入剤重量ひびわれ長さ

ひびわれ注入工　数量表

4 L＝ ㎏0.245

m41.80

6.40 m

9.00 m

16.20 m

m10.20

＝

＝

＝

＝

＝

(橋面：第3径間～第4径間)

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

7 / 19

実 施



A1 P1南
川

P1 P2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
地覆外側=19.29m2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
地覆上面=25.72m2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
地覆下面= 6.43m2

地覆表面含浸工
地覆内側= 6.43m2

地覆表面含浸工
地覆内側=16.08m2 地覆外側=32.15m 地覆上面=38.58m地覆下面= 6.43m

地覆表面含浸工
地覆外側=23.25m2

地覆表面含浸工
地覆上面=31.00m2

地覆表面含浸工
地覆下面= 7.75m2

地覆表面含浸工
地覆内側= 7.75m2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
地覆内側=19.38m2 地覆外側=38.75m 地覆上面=46.50m地覆下面= 7.75m

南
川

3.表面含浸材塗布工実施前に、現地計測を行うこと。

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.コンクリート表面含浸工の前に、ひびわれ補修及び

注記）

　断面補修を施工のこと。

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.61m

地覆表面含浸工図

400

1
0
0

3
0
0

100

2
5
0

600

5
0
0

100

地覆表面含浸工地覆表面含浸工

歩道側 車道側

水切り

S=1：20

水切り

水切り

水切り

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.61m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.94m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.94m

下地処理

表面含水率の測定

作業範囲設定

〔シラン系表面含浸材の施工要領〕

①安全を確保するため、作業範囲を確認する。

③汚れに応じて低圧・高圧洗浄機や金ブラシ
　等を用いて、塗布面の汚れを除去する。

④塗布面にくぼみ等がある場合、パテ詰め等は
　行わず、そのままの状態とする。

清　　掃

⑤コンクリートの表面含水率を測定し、8％以下で
　あることを確認すること。

シラン系表面含浸材
　　　 塗　布 　などを利用し均等に塗布する。

⑥標準塗布量0.2㎏/m2を、噴霧器ゃローラー・刷毛

養　　生 　(乾燥時間　約9時間/20℃程度)
⑦塗布面が乾燥(濡れ色が消える)までは養生する。

　乾燥時間は下地の状態、気温、直射日光等で異なる。

養生材撤去 ⑧撤去した養生材は必ず指定された場所に廃棄する。

標準塗布量

シラン系表面含浸材

0.2

1.0㎡あたりの施工塗布量　　　単位（㎏)

作業開始

＜標準塗布量 0.2㎏/m2＞

シラン系表面含浸材

下地処理

躯体コンクリート

（クラック・断面補修後
　　　洗浄・清掃）

【備考】

・シラン系含浸材の取扱いは、保護メガネ、保護手袋、保護マスク着用の事。

表面含浸工詳細図

項　目

含浸深さ

吸水抑制率

色

目　標　値

2.2mm

87％

半透明

数量集計（第1径間第2径間）

数量工　法 単位成分名称 備考

表面含浸工法

部材

シラン系含浸材

下地処理あり 154.33m2第1径間

下地処理あり 186.01m2第2径間

 340.34m2合　計

S=1：1

表面含浸工

（水切り部）

25

25

25

25

25

25

（水切り部）
S=1：1

表面含浸工

表面含浸工範囲

主成分 シラン系樹脂

透水抑制率 89％

透湿性 97％

中性化抑制率 63％

塩化物イオン浸透抑制率 94％ ・施工中は換気に充分注意し、火気は厳禁である。

・保管は缶は密閉、冷暗所に保管とし、保管中も火気厳禁とする。

②飛散防止のため養生を行う(ブルーシート・
　養生シート等)

養　　生

（橋面：第1径間・第2径間）

B部詳細A部詳細

※ 表面含浸塗布回数は１回とする。

A部 B部

25

25

S=1：100七ツ森大橋 地覆表面含浸工図（その1）

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

8 / 19

実 施



0.5

南
川

南
川

P2 P3

地覆表面含浸工
地覆内側= 7.75m 2

地覆表面含浸工
地覆内側=19.38m 2

P3 A2

地覆表面含浸工
地覆内側= 6.43m 2

地覆表面含浸工
地覆内側=16.08m 2

地覆表面含浸工
地覆外側=23.25m 2

地覆表面含浸工
地覆上面=31.00m 2

地覆表面含浸工
地覆下面= 7.75m 2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2 地覆外側=38.75m 地覆上面=46.50m地覆下面= 7.75m

地覆表面含浸工
地覆外側=19.29m 2

地覆表面含浸工
地覆上面=25.72m 2

地覆表面含浸工
地覆下面= 6.43m 2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2

地覆表面含浸工
2地覆外側=32.15m地覆上面=38.58m 地覆下面= 6.43m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.61m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.61m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.94m

2

表面含浸工(水切り部)

A=1.94m

水切り

水切り

地覆表面含浸工図 S=1：20

数量集計（第3径間第4径間）

 154.33

第3径間  186.01

第4径間

下地処理

表面含水率の測定

作業範囲設定

〔シラン系表面含浸材の施工要領〕

①安全を確保するため、作業範囲を確認する。

③汚れに応じて低圧・高圧洗浄機や金ブラシ
　等を用いて、塗布面の汚れを除去する。

④塗布面にくぼみ等がある場合、パテ詰め等は
　行わず、そのままの状態とする。

清　　掃

⑤コンクリートの表面含水率を測定し、8％以下で
　あることを確認すること。

シラン系表面含浸材
　　　 塗　布 　などを利用し均等に塗布する。

⑥標準塗布量0.2㎏/m2を、噴霧器ゃローラー・刷毛

養　　生 　(乾燥時間　約9時間/20℃程度)
⑦塗布面が乾燥(濡れ色が消える)までは養生する。

　乾燥時間は下地の状態、気温、直射日光等で異なる。

養生材撤去 ⑧撤去した養生材は必ず指定された場所に廃棄する。

標準塗布量

シラン系表面含浸材

0.2

1.0㎡あたりの施工塗布量　　　単位（㎏)

作業開始

＜標準塗布量 0.2㎏/m2＞

シラン系表面含浸材

下地処理

躯体コンクリート

（クラック・断面補修後
　　　洗浄・清掃）

【備考】

・シラン系含浸材の取扱いは、保護メガネ、保護手袋、保護マスク着用の事。

表面含浸工詳細図

項　目

含浸深さ

吸水抑制率

色

目　標　値

2.2mm

87％

半透明

数量工　法 単位成分名称 備考

表面含浸工法

部材

シラン系含浸材

下地処理ありm2

下地処理ありm2

 340.34m2合　計

表面含浸工範囲

主成分 シラン系樹脂

透水抑制率 89％

透湿性 97％

中性化抑制率 63％

塩化物イオン浸透抑制率 94％ ・施工中は換気に充分注意し、火気は厳禁である。

・保管は缶は密閉、冷暗所に保管とし、保管中も火気厳禁とする。

②飛散防止のため養生を行う(ブルーシート・
　養生シート等)

養　　生

3.表面含浸材塗布工実施前に、現地計測を行うこと。

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.コンクリート表面含浸工の前に、ひびわれ補修及び

注記）

　断面補修を施工のこと。

400

1
0
0

3
0
0

100

2
5
0

600

5
0
0

100

地覆表面含浸工地覆表面含浸工

歩道側 車道側

水切り水切り

S=1：1

表面含浸工

（水切り部）

25

25

25

25

25

25

（水切り部）
S=1：1

表面含浸工

B部詳細A部詳細

※ 表面含浸塗布回数は１回とする。

A部 B部

25

25

（橋面：第3径間・第4径間）
S=1：100七ツ森大橋 地覆表面含浸工図（その2）

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

9 / 19

実 施



A1 P1

南
川

南
川

P1 P2

S=1：100七ツ森大橋　地覆目地補修工図（その1）

①目地補修工
シール材充填

②目地補修工
シール材充填

④目地補修工
シール材充填

⑤目地補修工
シール材充填

③目地補修工
シール材充填

(橋面：第1径間～第2径間)

備　考

2プライマー 使用量 0.100㎏/m

シール材 可撓性エポキシ樹脂 3.75

0.028㎏

㍑

数量集計表

数　　量
項　　目 単位仕　　様

※補修数量（寸法）等は現地調査の上、最終決定すること。
※表記箇所以外に損傷が見られた場合には、監督員と協議を行うこと。

3
0

プライマー塗布

シール材

目地補修工

50

可撓性エポキシ樹脂

シール材(可撓性エポキシ樹脂)

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

注記）

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

歩道部

―

車道部

歩道部地覆

シール材
可撓性エポキシ樹脂

4
0
0

50

S=1：20

平 面 図 正 面 図

1
0
0

50

断 面 図

400

1
0
0

30

3
0

詳 細 図 S=1：2

―

目地補修工 5ヶ所 ―

500×50×30

既設バックアップ材

　施工上必要な箇所は使用すること。

3.目地脱落がない為、バックアップ材は未計上である。 設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

10 / 19

実 施



P3 A2

南
川

P2 P3

南
川

S=1：100七ツ森大橋　地覆目地補修工図（その2）

⑩目地補修工
シール材充填

⑨目地補修工
シール材充填

⑧目地補修工
シール材充填

⑦目地補修工
シール材充填

⑪目地補修工
シール材充填

⑥目地補修工
シール材充填

⑮目地補修工
シール材充填

⑬目地補修工
シール材充填

⑭目地補修工
シール材充填

⑯目地補修工
シール材充填

⑫目地補修工
シール材充填

⑰目地補修工
シール材充填

(橋面：第3径間～第4径間)

5.25

0.039

目地補修工
シール材(可撓性エポキシ樹脂)

6.375

0.047

歩道部地覆

車道部地覆

シール材
可撓性エポキシ樹脂

シール材
可撓性エポキシ樹脂

4
0
0

6
0
0

50

50

S=1：20

平 面 図 正 面 図

1
0
0

2
5
0

50

50

断 面 図

400

1
0
0

30

3
0

600

2
5
0

30

3
0

備　考

2プライマー 使用量 0.100㎏/m

シール材 可撓性エポキシ樹脂

㎏

㍑

数量集計表

数　　量
項　　目 単位仕　　様

※補修数量（寸法）等は現地調査の上、最終決定すること。
※表記箇所以外に損傷が見られた場合には、監督員と協議を行うこと。

歩道部 車道部

目地補修工 7ヶ所

500×50×30

5

850×50×30

3
0

プライマー塗布

シール材
50

可撓性エポキシ樹脂

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

注記）

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

詳 細 図 S=1：2

既設バックアップ材

　施工上必要な箇所は使用すること。

3.目地脱落がない為、バックアップ材は未計上である。 設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

11 / 19
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七ツ森大橋　舗装補修工図

注記）

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

　　実施し、舗装厚を確定させること。

２．摺り付け部の舗装打替えの舗装厚は、事前試掘調査を

平　面　図 S=1：100

5
0

6500 (6100)

断　面　図 S=1：20

(摺り付け部：車道部)

6
0

(A1・A2側摺り付け舗装)

5
0

5
0

6
0 6
0

A2

4
0
0

8
0
0
0

6
0
0

アスファルト舗装 t=50㎜

(表層：再生密粒度アスコン20F)

2.0%2.0%

アスファルト舗装 t=60㎜

(上層路盤：安定処理)

6
1
0
0

難
波

至

宮
床

至

L型側溝(車道路面部)

A1

4
0
0

8
0
0
0

6
0
0

3000

1
5
0
0

6
5
0
0

担
ノ

至

吉
岡

至

原

摺り付け舗装工

表層：再生密粒度アスコン20F
上層路盤：安定処理

t=50㎜
t=60㎜

3000

4
0
0
1
5
0
0

摺り付け舗装工

表層：再生密粒度アスコン20F
上層路盤：安定処理

t=50㎜
t=60㎜

※（　）内数字はA2側

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

七ツ森大橋 舗装補修工図

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号

12 / 19
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G1G2

G2G1

0.3 0.3

0.3 0.5 0.5

番号

断面修復工（防錆有）　数量表

箇　所 寸　　法 数　量

m3

計 ＝ 0.027

0.0050.200.50 0.05 m×m m3＝×m

S=1：100七ツ森大橋　下部工補修工図

3

A2　橋　台

A1　橋　台

竪壁：23 変形・欠損-c

3 [0.50m×0.20m］

側面図（右側から見た図）

←P3　L　盛土→

断面図（P3から見た図）

正面

側面図（左側から見た図）

←盛土　R　P3→

側面図（右側から見た図）

←P1　L　盛土→

断面図（P1から見た図）

正面

側面図（左側から見た図）

←盛土　R　P1→

［1.1m，t=0.3㎜］

胸壁：⑥ひびわれ(大小)-d

1 ［1.0m，t=0.3㎜］

胸壁：⑥ひびわれ(大小)-d

2

パイプ間隔確認

可撓性エポキシ樹脂の使用を考慮
※進行性のひびわれの場合は、

注入量の確認・養生

シール材の養生

インジェクター

パイプ間隔25cm程度

注入材

ひびわれ面シール

ゴム注入式

パイプ撤去

注　入

シール材撤去

終　了
シール材

※ひびわれ幅により、修復する工法が異なるため

※番号の記載の無いひびわれは、0.2mm未満の

　現地状況を十分に確認のこと。

　ひびわれ幅である。

注入パイプひびわれ

ひびわれ注入工法

ひびわれ
注入工のフローチャート

ひびわれ部の清掃

開　始

エポキシ樹脂系 注入用パイプセット
シール材

取付けパイプ

(t=0.2～1.0㎜未満)

ひびわれ補修概要図 断面修復工概要図

終　了

塗膜に異常が認められないこと耐アルカリ性試験仕　　　　様工　　　種

鋼材防錆処理工

断 面 修 復 工

鉄筋に対する付着強さ試験

ポリマーセメント系モルタル材

一液型エポキシ樹脂塗料 N/mm　以上27.8

材 料 表 防錆材品質

鉄筋の錆落し ・ 清掃

断面修復工

場合実施する。
※鉄筋の発錆がある

コンクリート面にプライマー塗布

コンクリートの欠損部に充填材を充填

※既設面のコンクリート面に対しては現地状況に
　合わせた表面処理を行うこと。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。
※フェザーエッジを作らないように端部は、カッター
　処理を行なうこと。

※脆弱部はつり量は、現地状況により調整すること。
※既設鉄筋表面の錆は十分に撤去すること。

脆弱部はつり
断面修復工

表面処理表面処理
モルタル)

(ポリマーセメント系

モルタル)
(ポリマーセメント系

養　生

鉄筋の表面に防錆材塗布

コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

既設鉄筋

表面処理

脆弱部はつり

防錆材塗布
下地処理
(ワイヤーブラシ等)

既設鉄筋
防錆材塗布

(ワイヤーブラシ等)
下地処理

表面処理
カット面 カット面

表面に浮きがある場合剥離･鉄筋露出の場合

損傷部の

開　始

50mm程度 50mm程度

t(平均) t(平均)

50mm程度 50mm程度

ポリマーセメント系プライマー表 面 処 理 工

断面修復のフローチャート

6

5

2

1

番号

1.10

1.00

1.10 mmL＝ m

0.3 mmL＝ m

mmL＝ m
A1橋台

0.80

箇所 ひびわれ幅

mL＝

ひびわれ長さ

mm

ひびわれ注入工　数量表

7 1.70 mmL＝ m

A2橋台

1.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

2.断面補修工法および寸法は、調査結果により算出しているが、

注記）

　施工時に再度寸法調査後、適する工法を選定し補修を行うこと。

竪壁：23 変形・欠損-c

4 [1.10m×0.30m］

［1.1m，t=0.3㎜］

竪壁：⑥ひびわれ(大小)-d

5

［1.7m，t=0.5㎜］

竪壁：⑥ひびわれ(大小)-d

7

竪壁：23 変形・欠損-c

8 [0.30m×0.30m］

［0.8m，t=0.5㎜］

竪壁：⑥ひびわれ(大小)-d

6

0.0050.300.30 0.05 m×m m3＝×m8

A2橋台 0.0170.301.10 0.05 m×m m3＝×m4

m3m3

5.70計＝ m

0.3

0.3

0.5

0.5

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

七ツ森大橋 下部工補修工図

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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七ツ森大橋　伸縮装置取替え工図(その1)

取付断面図 S=1:5

(A1,A2)

280 580 280

105 120 355

455(橋台側) A1=331,A2=332 455(床版側)

端部ゴム管25Ax1500

8
0

1
8
0

1
0
0 2
0
5

鉄筋 S1 D16

後打ちコンクリート 

D16(@240)

差し筋アンカー

誘導板

伸縮装置【車道用】

歩道部地覆詳細図 S=1:10

1
0
0

400

2
0

5
0

バックアップ材

シール材

（車道部）

遊間設置表
(A1,A2)伸縮装置【歩道用】

（歩道部）

歩車道境界部詳細図S=1:10

基本伸縮量

-20

施工時温度（℃）

-10
0
10
20

30
40

40
30
20
10
0

50

90
80
70
60

設
置

遊
間

（
ｍ

ｍ
）

100
110
120
130
140
150
160
170

190
180

200
210
220

取付断面図 S=1:5

(A1,A2)

6 140 329

475

6

伸縮装置【歩道用】

230 350

450(橋台側) 450(床版側)

6
6

1
6
0

後打ちコンクリート

鉄筋 S1 D16

D16(@300)

差し筋アンカー

A1=331,A2=332

（歩道部）

断面図 S=1:50 遊間設置表
(A1,A2)伸縮装置【車道用】

（車道部）

基本伸縮量

-20

施工時温度（℃）

-10
0
10
20

30
40

40
30
20
10
0

50

90
80
70
60

設
置

遊
間

（
ｍ

ｍ
）

100
110
120
130
140
150
160
170

190
180

200
210
220

Δ　=0.72x141.8
=102mm

171

69

連結部止水接続シート詳細図

平面図 S=1:10 断面図 S=1:8

φ18孔

PL-9

※ プライマーを塗布し、指触乾燥後挟み込むこと。

M16x50

M16x50

挟み込む挟み込む

止水接続シート

(車道用の伸縮装置部)

止水接続シート

4
0
0

1
5
0
0

6
5
0
0

6
0
0

(331) 141800 (332)

3
2
5
0

3
2
5
0

400 1500 6500 600

141800

3
0

平面図 S=1:400

A1

M

P1

M

P2

F

P3

M

A2

M伸縮装置【車道用】

伸縮装置【歩道用】

伸縮装置【車道用】

伸縮装置【歩道用】

1
0
0

2
5
0

2
5
0

Δ　=0.72x141.8
=102mm

191

89

90

20 70

2
5
0

600

2
0

5
0

バックアップ材

シール材

地覆ジョイント

5
0

伸縮装置【車道用】

車道部地覆詳細図 S=1:10

90

2070

2
5
0

地覆ジョイント

5
0

伸縮装置【車道用】

30

(本体延長)

30

(本体延長)

30

5
0

地覆ジョイント

80
2060

伸縮装置【歩道用】 伸縮装置【歩道用】

シール処理
伸縮装置補修箇所

地覆ジョイント

シール処理

地覆ジョイント

シール処理

30

伸縮装置補修箇所

3250 3250

シール材

排水ゴム管25Ax3000

端部ゴム管25Ax1500

排水ゴム管25Ax3000

端部ゴム管25Ax1500

※　橋台側は、パラペット幅に合せて施工の事。

※　橋台側は、パラペット幅に合せて施工の事。

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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※　図面寸法は、標準温度時の値とする。

※　材料製作前に必ず現地寸法の確認を行う事。

※　止水構造は接着剤や加硫接着のみの止水構造ではなく支持用の部材を用いて支持する構造である事。

※　50年相当の止水性能(NEXCO試験法438の実施)、および耐久性を有する製品とする。

※　押込力10KN対応型のものとする。

品　　名 仕 様 ・ 規 格 単位 備　考A1 合計

バックアップ材

地覆部・歩車道境界部27.45

44.75

数 量 表

A2

kgD16　SD345 40.56 81.12

13.70

22.34

鉄筋 S1 (通し筋)

地覆部

kgD16　SD345 9.17 18.34鉄筋 S1 (通し筋)

車道部

歩道部

車道部

歩道部

車道部

歩道部

本差し筋アンカー D16付 (L=260) 112

本差し筋アンカー D16付 (L=260) 20

224

40

超速硬コンクリート 　　=24.0N/mm2 1.2133ｈσ ｍ3 2.426

超速硬コンクリート 　　=24.0N/mm2 0.2163ｈσ ｍ3 0.432

シール材 低モジュラス

車道用地覆ジョイント 箇所 2 4 伸縮量200㎜対応型

40.56

13.75

22.41

9.17

112

20

1.213

0.216

2

伸縮装置 ｍ 13.1206.560伸縮装置【車道用】 本体延長含む6.560

歩道用地覆ジョイント 箇所 1 2 伸縮量200㎜対応型1

25Ax1500端部ゴム管 本 42 車道部2

25Ax3000排水ゴム管 組 2 42 車道部　固定金具含む

伸縮装置 ｍ 2.9401.470伸縮装置【歩道用】 1.470

箇所

排水ゴム管詳細図 S=1:50

A1,A2橋台部

七ツ森大橋　伸縮装置取替え工図(その2)

製品割付図 S=1:30

3280

2@1200=2400

3280

（起点側）

（終点側）

(A1) 伸縮装置【車道用】

850

(車道部)

地覆ジョイント 地覆ジョイント

30
(本体延長) (本体延長)

2@1200=2400 850 30

(A2)伸縮装置【歩道用】
(歩道部)

1470

地覆ジョイント

3280

2@1200=2400

3280

（起点側）

（終点側）

(A2) 伸縮装置【車道用】

850

(車道部)

地覆ジョイント 地覆ジョイント

30
(本体延長) (本体延長)

2@1200=2400 850 30

(A2)伸縮装置【歩道用】
(歩道部)

1470

地覆ジョイント

端部ゴム管25Ax1500

床版側橋台側

6
0
0
以
上

(11箇所)

排水ゴム管25Ax3000

固定バンド

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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七ツ森大橋　沓座モルタル補修工図（その1）

配　置　図

G1

G2

A1 P1 P2 P3 A2

G1

G2

沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工沓座モルタル補修工

定着部詳細図 S=1:5

コンクリ－トアンカ－（本体打込み式）削
孔

長

削孔径

D13A1

5
0

8
6 8
0

φ18

φ17.5

3
0

施工手順
(1)沓座モルタルの撤去。

(2)沓座コンクリ－トのはつり。

(3)コンクリ－トアンカ－、鉄筋、型枠の設置。

(4)沓座モルタルの打設。

4.8

4.6

D13１橋当りの合計（６箇所）　

0.995D13

SD345

2

kg

kg

鉄筋表
摘　要質　量１本当り質量単位質量長　さ 本　数径

2.292300

29

種　別

C1

A1 0.20.995D13 4 0.0550

［1橋(6箇所)当り］

１箇所当りの合計　　

M12

D13SD345

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ（本体打込み式） 4 本

M12×80ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ（本体打込み式） 24 本

２. 沓座モルタルの規格：無収縮モルタル

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

注記）

P1部(P2、P3部)：6箇所

主桁側面図 S=1:10 S=1:10"Ａ－Ａ"断面

P1

Ａ

Ａ

1180

8080

404040

1020

40

A1 D13

コンクリ－トアンカ－
（本体打込み式）

6
0

3
0

3
0

無収縮モルタル打設
コンクリ－トのはつり

難
波

至

宮
床

至

担
ノ

至

吉
岡

至

原
南
川

橋脚部(P1、P2、P3)

1180

8080

404040

1020

40

コンクリ－トアンカ－
（本体打込み式）

6
0

3
0

3
0

無収縮モルタル打設
コンクリ－トのはつり

A1 D13 A1 D13A1 D13

102080 80

1180

1
0
2
0

8
0

8
0

1
1
8
0

補強鉄筋  D13

コンクリ－トアンカ－（本体打込み式）

M12×80(SS400)

C1 D13

2-D13×2300(SD345)C1

1100

1
1
0
0

1100

1
1
0
0

1
0
0

1
0
0

S=1:10"Ｂ－Ｂ"断面
鉄筋加工図 S=1:10

4-D13×50(SD345)A1

M12 ネジ切り L=30

(１箇所当り)

5
0

P1

無収縮モルタル

M12×80(SS400)

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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七ツ森大橋　沓座モルタル補修工図（その2）

配　置　図

G1

G2

A1 P1 P2 P3 A2

G1

G2

沓座モルタル補修工

定着部詳細図 S=1:5

コンクリ－トアンカ－（本体打込み式）削
孔

長

削孔径

D13A1

5
0

8
6 8
0

φ18

φ17.5

3
0

施工手順
(1)沓座モルタルの撤去。

(2)沓座コンクリ－トのはつり。

(3)コンクリ－トアンカ－、鉄筋、型枠の設置。

(4)沓座モルタルの打設。

2.9

2.7

D13１橋当りの合計（２箇所）　

0.995D13

SD345

2

kg

kg

鉄筋表
摘　要質　量１本当り質量単位質量長　さ 本　数径

1.351360

6

種　別

C1

A1 0.20.995D13 4 0.0550

［1橋(2箇所)当り］

１箇所当りの合計　　

M12

D13SD345

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ（本体打込み式） 4 本

M12×80ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ（本体打込み式） 8 本

２. 沓座モルタルの規格：無収縮モルタル

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

注記）

A2部：2箇所

主桁側面図 S=1:10

S=1:10"Ａ－Ａ"断面

A2

Ａ

Ａ

難
波

至

宮
床

至

担
ノ

至

吉
岡

至

原

南
川

橋台部(A2)

A2

80

4040

コンクリ－トアンカ－
（本体打込み式）

A1 D13

80

4040

A1 D13

6
0

3
0

3
0

無収縮モルタル打設
コンクリ－トのはつり

710

550 80

4040

コンクリ－トアンカ－
（本体打込み式）

A1 D13

80

4040

A1 D13

6
0

3
0

3
0

無収縮モルタル打設
コンクリ－トのはつり

710

550

2-D13×1360(SD345)C1

S=1:10"Ｂ－Ｂ"断面

鉄筋加工図 S=1:10

4-D13×50(SD345)A1

M12 ネジ切り L=30

(１箇所当り)

5
0

55080 80

710

630

5
5
0

8
0

8
0

7
1
0

6
3
0

補強鉄筋  D13

コンクリ－トアンカ－（本体打込み式）

M12×80(SS400)

C1 D13

630

6
3
0

1
0
0

1
0
0

無収縮モルタル

M12×80(SS400)

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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S=1：400

七ツ森大橋　足場工図（参考図）

側　面　図

橋　長 284000

A1
P1 P2

P3 A2

平　面　図 S=1：400

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

桁　長 283600

77500 6390077500

200 200

400400 63900

吊り足場延長(地覆部)

１．工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。

注記

6008000400

9000

1500 6500

32503250

2
0
0
0

1400

2100 2100

1
1
0
0

5
0
0
6
5
0

3
0
0

G1

G2

1
4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

1
2
0
0

橋　長 284000

桁　長 283600

77500 6390077500

A1

P1

P2
P3

A2

200 200

400400 63900

M M F M

2
0
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

H.W.L=100.000

M

800 800

（地覆部）
吊り足場

（地覆部）
吊り足場

8
0
0

8
0
0

（
地

覆
部

）
吊

り
足

場
幅

（
地

覆
部

）
吊

り
足

場
幅

既設検査路

1
4
3
5

2
4
4
0

3000

1
4
3
5

2
0
0
0

1400 2100 2100 1200

1
1
0
0

3
0
0

2
4
4
0

1
4
3
5

2
4
4
0

養生シート

養生シート

養生シート
養生シート

3
4
0
0

3
4
0
0

4
4
0
0

4
4
0
0

800 800

800 800

1700

2600 1700 2600

1
0
0
0

1
0
0
0

3000

（地覆部）
吊り足場

283600

単管足場

単管足場延長
単管足場

単管足場延長

3000
単管足場延長

3000
単管足場延長

単管足場
単管足場

単管足場

単管足場

単管足場

単管足場 単管足場 単管足場

単管足場

単
管

足
場

高
さ

単
管
足

場
高

さ

CL

中間部 中間支点部

2
0
0
0

1400 2100 2200 2100 1200

3
2
0
0

1
1
0
0

3
0
0

5
0
0
6
5
0

9
0
0
0

吊り足場(床版桁間部＋床版張出し部)
単管足場：A1橋台側

（地覆部）

（地覆部） 吊り足場

吊り足場

S=1：100

単管足場：A2橋台側

足場用 断面図
※吊り足場(地覆部)は桁長に渡って設置

（地覆部）
吊り足場幅

（地覆部）
吊り足場幅

（地覆部）
（地覆部） 吊り足場
吊り足場

（地覆部）（地覆部）
吊り足場吊り足場

8
0
0

8
0
0

検査路
※沓座モルタル補修で利用

検査路
※沓座モルタル補修で利用

検査路
※沓座モルタル補修で利用

吊り足場
※沓座モルタル補修用

1000吊り足場延長

吊り足場
※沓座モルタル補修用

1000吊り足場延長

吊り足場
※沓座モルタル補修用

1000吊り足場延長

※橋脚部の吊り足場は側面図と平面図を参照のこと

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

1000
単管足場延長

9
0
0
0

吊
り
足

場
幅

吊り足場
（橋脚部）

吊り足場
（橋脚部）

吊り足場
（橋脚部）

1000
単管足場延長

9
0
0
0

吊
り
足

場
幅

1000
単管足場延長

9
0
0
0

吊
り
足

場
幅

6
0
0

6
0
0

※床版補修工、床版表面保護工及び排水管補修工用

1400 1200

吊り足場幅(2段分)
(床版張出し部)

吊り足場幅(2段分)
(床版張出し部)

※吊り足場(床版張出し部)は側面図と断面図を参照のこと

277600

※延長は側面図より

※延長は側面図より

吊り足場延長(床版張出し部【上段】)

(床版張出し部【上段】)
吊り足場

(床版張出し部【下段】)
吊り足場 (床版張出し部【上段】)

吊り足場

(床版張出し部【下段】)
吊り足場

2200

1200

単管足場

6008000400

9000

1500 6500

32503250

800 800

（地覆部）
吊り足場幅

（地覆部）
吊り足場幅

5
0
0
6
5
0

CLCL

6008000400

9000

1500 6500

32503250

800 800
（地覆部）
吊り足場幅

（地覆部）
吊り足場幅

既設検査路

2200

(
※
)

(
※
)

(
※

)

(
※

)

(
※

)

(
※
) (
※
)

(
※
)

担
ノ

至

吉
岡

至

原

難
波

至

宮
床

至

南
川

2000 吊り足場延長(床版張出し部【下段】)

吊り足場
(床版張出し部【下段】)：全径間【片側20箇所×2側面】

排水管 (※)

(※)

(※) (※) (※) (※) (※)
(※)

(※) (※) (※) (※) (※) (※) (※) (※) (※)(※) (※)(※)

既設検査路

(床版桁間部)
吊り足場

2
0
0
0

(床版桁間部)

2200

吊り足場幅

(
床

版
桁

間
部

)
吊

り
足

場
幅

2
2
0
0

283600
(床版桁間部)
吊り足場延長

（橋脚部） （橋脚部）

(床版桁間部)
吊り足場

※吊り足場(床版桁間部)は平面図と断面図を参照のこと

高欄補修工

塗替え塗装工

沓座モルタル補修工

地覆補修工

地覆表面含浸工

【 各足場の用途 】

単管足場

吊り足場(橋脚部)

吊り足場(地覆部)

用  途足  場

防護柵補修工

排水管取替え工・床版表面含浸工吊り足場(床版張出し部【上段】)

吊り足場(床版張出し部【下段】)

床版表面含浸工吊り足場(床版桁間部)

排水管取替え工（20箇所）

※排水管取替え工用（20箇所）

※排水管取替え工用（20箇所）

2
0
0
0

吊り足場
(床版張出し部【上段】)：【片側1箇所×2側面】

2000 2000 2000

L=2.000

L=2.000

吊り足場延長
(床版張出し部【下段】)

吊り足場延長
(床版張出し部【下段】)

吊り足場延長
(床版張出し部【下段】)

簡易型
セキュリティールーム

1
5
0
0

4500

簡易型
セキュリティールーム

1
5
0
0

4500

1500

2
0
0
0

簡易型
セキュリティールーム

1500

2
0
0
0

簡易型
セキュリティールーム

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

七ツ森大橋 足場工図（参考図）

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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（片側交互通行規制）
七ツ森大橋　交通規制図（参考図）

記号

様式

記号

様式

昼夜

工　事

UNDER CONSTRUCTION

工事件名

昼

ｍ先

５０

工事掲示板

交通誘導員矢印

２ ３ ４

５

名称

名称 おねがい掲示板

１

片側交互通行掲示板工事予告板

停止マット 仮防護柵又はコーンバー

又は

工　　期
施工区域

施 工 者

企 業 社

規制道具の記号様式

S=1:200平　面　図

橋　長 284000

３

５１ ２ ４

３ ５ １２４

15000

工事区域緩衝区域

20000

注意区域 注意区域

50000程度50000程度 10000

（片側交互通行）

工事施工箇所

緩衝区域

20000

移行区間 移行区間

284000

断　面　図

6008000400

9000

1500 6500

32503250

S=1：50

中間部

中間支点部

G1

G2

10ｔダンプトラック車幅

2500 片側施工

車両通行幅員

伸縮装置取替え工
防護柵取替え工

A1 P1 P2 P3 A2

200 桁　長 283600 200

南
川

難
波

至

宮
床

至

担
ノ

至

吉
岡

至

原

１．防護柵撤去時は、仮防護柵等を設置すること。

注記)

施工箇所

設 計 者

縮 　 尺

工 事 名

図 面 名

施工箇所

図番

年度
設計

位置

工事番号

路 線 名

大　和　町

図　示

七ツ森大橋 交通規制図（参考図）

黒川郡 大和町宮床字兵土ヶ原 地内

町道 魚板兵土ヶ原線

橋梁補 2 号
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